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司ミ）��
平成14年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行
一 学士 1, 4 10 人， 修士2 90 人 ， 博 士 13 人 計 1,7 13 人が 晴 れ の門 出 を 迎 え る 一

平成 14年 度 富 山 大学学位記授与 式 が， 3月2 5 日 （火）

午 前ll時から 富 山 市芸 術文化 ホ ー ル に お い て 挙行 さ れ ，

総 数 1,7 13 人 が 晴 れ の門 出 を 迎 え ま し た。

式 に 先 立ち ， 富 山 大 学 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管弦楽団 に よ

る 「 ラ デッ キ一行 進 曲」 （ヨ ハ ン ・ シ ュ ト ラ ウ ス 作 曲 ）

及 び 「威風堂々 」 （エ ルガ一 作 曲 ） の 演奏 と ， 富 山 大 学

合唱団 に よ る 「富 山 大 学歌 」 （菊池靖雄作調 ， 森 川 勝 彦

作 曲 ） 及 び 「卒 業」 （谷川雁 作調， 新実徳英作曲） の 合

唱 が あ り ， 式 場 に 落 ち 着 い た雰囲 気 を も たら し ま し た。

式 は ， 関 係 部局 長及 び名誉教授 7 人 が列席 す る 中 ， 瀧

津学長から ， 人 文学部代表 の 橋詰珠 実 さん を は じ め と し

て 各 学部及 び大学院 の 各 研究科代表 （専攻代表） 14人 に

学位記が授与 さ れ ま し た。

続 い て ， 瀧漂学長が 「 富 山 大 学 の卒 業 生 と し て胸 を 張

り ， 社会で存分 に 活躍 し て欲 し い」旨告辞 し ， 静粛 な う

ち に 式 を終 了 し ま し た。

な お， 式場前 に は 多 数 の 学 生 が 集 ま り ， 卒 業 ・ 修了 生

に 花束 を贈 っ た り ， 記念写 真 を撮 っ て い ま し た。

｜ 学位記授与式における学長告辞 （全文）

学部卒 業 ・ 大学院修了 の 皆 さん ， おめでとうござ います。

本氏 富 山大学から 学位 を 授与 さ れた の は， 学士 1, 410 名，

修士2 90 名 ， 博 士 13 名， 合 計 1,7 13 名 の 方々 で あ り ま す。

20 世紀から2 1 世 紀 へ か け て の 世紀転換期 の 中 で 学生生活

を送 り ， 今そ の 成果 と し て 学位 を 授与 さ れ た こ と を ， 心

から お祝 い申 し上 げ ま す。

皆 さん が 生 ま れ て から 生 き て き た20 世 紀 は ， 世 界 の 歴

史 の 中 で 人類が未だ 経験 し た こ と の 無 い 大量殺裁兵器 が

次々 と 発 明 さ れ， 悲惨 な 戦争 に 明 け暮 れ た 激 動 の 時代で

し た。 確 か に昨年 は， 2 人 の 日 本 人 が同 時 に ノ ー ベ ル賞

を 受賞 す る と い う 明 る い ニ ュ ー ス も あ り ま し た が ， し か

し6 日 前 に始 めら れ た イ ラ ク で の 戦争 は， 20 世紀 に克服

し た はず の 人 類 の悲劇 が ま た も や繰 り 返 さ れて ， 真 理 と

人 類 の叡智 を求 め る べ き は ず の 大 学 で の勉 学や研究に疑

念 さ え も 感 じ さ せ る 状況 を 生 み 出 し て お り ま す。

大 学 に お け る 研究 は， 歴史 の 中 で そ れ 自 体 は 善悪 に関

ム人文学部代表の橋詰珠実さんへの学位記授与

係 な く ， 真 理 の 探 究 を 目 指すべ き も の と い う 考 えが あ り

ま し た。 確 か に そ れ は一 面 の 真 理 で あ り ， こ の 考 え が 1 9

世 紀 から20 世 紀 に か け て 学 問 の 発 展 に 寄与 し て き た の も

事 実 で あ り ま す。 し か し20 世 紀 の急速 な 学 問 や科学技術

の 発 達 の 中 で ， 人 類 の悲劇 的 状況 が ま す ま す 増 大 し た の

も ま た 事 実 で あ り ま す。

こ う した 状況 の 中 で ， 大学で学ぶ こ と ， 研究す る こ と

の意 味 を 振 り 返 っ て み る と き ， 学 問 は そ の 根底 に 人 間 と

し て の 理 性 と倫 理観 が あ っ て は じ め て歴 史 の 中 で意 味 を

持 っ て く る も の で あ り ま す。 す べ て の研究は， 逆 に こ の

理念 に 支 えら れ る 限 り， 一見 し て 社会生活 に 無関 係 に見

え る 研究 も ， や が て 学 問 の 歴史 の 中 で輝 く 成果 と し て 認

めら れ， こ れ が後 に 続 く 研究者の 目 標 に な っ て来 た こ と

を 皆 さん は学 生 生 活 の 中 で学んだ はずで あ り ま す。

お よ そ 「学ぶ」 と い う 場合， そ の 根 底 に ， そ の 専門 分

野 の い かん に か か わら ず 人 間 の価値観や 生 き 方 の 多 様

性 を 知 り ， 理 性 に 支 えら れ た倫 理観 を 持 つ こと が必 要 で

す。 こ の 理念 の 欠如 し た 単 な る 学問 的知識や技術は， 人
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聞 に必 要 な総合 的判断 能力 を失 わ せ る こ と に な り ま す。

皆 さん は， こ れ から 社会 に 出 て 活躍 す る 際 に ， 或 い は研

究 を 続 け る 際 に， ど う か 富 山大学で学び或 い は研究 し た

経験 を も と に ， 常 に 健 全 な 総合 的判断力 を 持 っ て 理 性 と

倫 理観 を失 わ ず， や がて社会で指導的立場 に 立 つ 者 と し

て ， 2 1 世紀 の 社会 ・ 人 類 の 幸 福 の 実 現 に努力 を し て い た

だ き た い と思 い ま す。

さ て ， も う 一 つ卒 業 に 際 し ， 皆 さん に と っ て母 校富 山

大 学 の 将来 の 姿が気がか り な こ と と思 い ま す。 今ご承 知

の よ う に ， 全 国 の 国 立 大 学 は200 4年 ， 平 成 16 年 の 4月 の

法人化 を 前に， さ まざ ま な準備 を始 めて お り ま す。 し か

し 法 人化 と い っ て も ， 大 学 が私 立大 学 に な る わ け で は な

く ， 国 が 責任 を 持 っ た 国立大学で あ る こ と に 変わ り は あ

り ま せん。 確 か に ， 運 営 面 で 今 ま で以 上 に 競 争 的環境の

中 で個 性輝 く 大学へ と 変 革 が求 めら れて い ま す が， 国立

大 学 と し て基礎的研究分野 を守 る こ とや ， 教育や研究，

社会的貢献 な ど 国立 大 学 の 使命は変わ り ません。

ま た ， 私 た ち は現在200 5年， 平 成 17 年 の秋 を 目 標 に，

富 山県 内 の 3 大 学 の 再編 統合 を 進 め て お り ま す が ， 大 学
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の 統 合 は 一般 社会 の 会社 の 統 合 と は 本 質 的 に違 っ て い ま

す。 大 学 の 統 合 は ， それぞ れ の 大 学 の 持 っ て い る 特 質 を

生 か し ， 協力 し ， よ り 研究教育機能 を 高 め， 社会貢献 の

役割 を 果 た す た め の も の で な け れば な り ま せん。

富 山 大学は， 総合大学 と し て県 内 3 大学 の 中 で最 も 長

い伝統 と 多 く の 業 績 を上 げ， 数多 く の 有 能 な卒 業 生 を 世

に送 り 出 して き ま し た。 こ の 歴 史 を 生 か し て ， 新 し く 大

き な 富 山 大学 に 生 ま れ 変わ る こ と を 目 標 に ， 再編 統 合 を

進 め て お り ま す。 や が て こ の 富 山 大 学 の 実績 を 生 か し

た 素晴ら し い 総合大 学 に な る こ と を 期待 し て くだ さ い。

皆 さん が富 山 大 学 の卒 業生 と して ， 誇 り高 く胸 を 張 っ

て ， 存 分 に 活躍 し て 下 さ る こ と を祈 念 し て ， 新 し い 生活

に旅 立 つ 皆 さん へ の私 から の お祝 い と は な む け の 言葉 と

致 し ま す。

平 成 1 5 年 3月2 5 日

富 山 大学長 瀧津 弘
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昌司司ミ』
（法 律）

O 義務教育費国庫負担法及 び公 立養護学校整備 特別措 置

法 の 一 部 を 改正 す る 法律 （平成 15 .3 .  3 1官 報号外第6 9

号）

（政 令）

O 学校教育法の一 部 を 改正 す る 法律 の施 行 に 伴 う関 係 政

令 の整備に関 す る 政令 （7 4) （平成 15.3. 26官 報第3572

号）

0 文 部科学省組織令 の一 部 を 改正 す る 政令 （98) （平成

15 .3 .2 8官 報号外第66 号）

O 国 家 公 務員 共 済 組 合 法施 行令 の 一 部 を 改 正 す る 政令

(99) （同 ）

O 義務教育諸学校 の 教科用 図書 の 無償措 置 に関 す る 法律

施行令 の 一部 を 改正 す る 政令 ( 1 1 1 ) （同 ）

0 日 本育英会施行令 の 一部 を 改正す る 政令 ( 1 12 ) （同 ）

O 国 立学校設置法施行令 の一 部 を 改正 す る 政令 ( 127 )

（平成 15 .3 .  3 1官 報号外第6 9号）

O 平成 15 年度 に お け る 国 民 年 金 法 に お け る 年 金 の 額 等 の

改 定 の 特例 に関 す る 法律 に 基 づ く 国家公務員 共済組合

法 の 年 金 の 額 の 改 定 に関 す る 政令 ( 157 )  （同 ）

（省 令）

O 試験研究 の 用 に供 す る 原子炉 等 の 設置， 運転等 に関 す

る 規 則 の 一部 を 改正 す る 省令 （文部科学 3 ) （平成 15.

3 .  17官 報第3566 号）

O 国立学校設置法施 行規則 の 一 部 を 改正す る 省令 （同4 )

（平成 15 .3 .  26官 報第3572 号）

0 国 立 大 学 の 学 科及 び課 程 に関 す る 省令 の 一 部 を 改正 す

る 省令 （同 5 ) （同 ）

O児童手当 事務費交付金 の 額 の 算定 に関 す る 省令 の 一部

を 改正 す る 省令 （厚 生労働57 ) （平成 15 .3. 27官 報第35

73 号）

0 行政機関 の 保有す る 情報 の 公 開 に関 す る 法律施 行令 第

13 条第 3 項第 1 号 に 掲 げ る 行政機関 等 が保有 す る行 政

文書 に 係 る 開 示誇求 等の手続に関 す る 省令 （文部科学 ・

厚 生労働 ・ 農林水産 ・ 経済産業1 ) （平成15 .3 .  2 8官 報

第357 4号）

0 文部科学省関 係 の 行政手続等 に お け る 情報通 信 の 技術

の 利 用 に関 す る 省令 （文部科学 9 ) （平成 15 .3 .  2 8官 報

号外第67 号）

O 行政手続等 に お け る 情報通 信 の 技術 の 利用 に関 す る 法

律 等 の施行 に 伴 う 文部科学省関 係 省令 の整備 に関 す る

省令 （同 10 ) （同 ）

0 就学義務猶予免 除 者 の 中 学校卒 業程度認定規則 の 一部

を 改正す る 省令 （同 12 ) （平成15.3. 3 1宮 報号外第6 8号）

O 学校 教 育 法施 行 規 則 の一 部 を 改正 す る 省令 （同13 )

（同 ）

O 学校 教 育 法施 行 規 則 等 の一 部 を 改正す る 省令 （同 15 )

（同 ）

O 専門職 大学院設置基準 （同 16 ) （同 ）

（告 示）

O 平成 15 年度科学研究費 （特定奨励費 ） に お け る 交付申

請書 の 提 出 期 限等 を 定 め る 件 （文部科学2 8) （平成 15 .

3 .  3官 報第3556 号）

0 平成 15 年度 の 民 間 学術研究機関 補助 金交付申請書及 び

添付書 類 の 提 出期 限 を 定 め る 件 （同2 9) （同 ）

0 平成 15 年度大学入学資格 検定 の施 行期 日 等 を 定 め る 件

（同30 ) （平成 15.3 .  12官 報号外第48号）

0 行政機関 の 保有す る 情報 の 公 開 に関 す る 法律施行令 の

規 定 に 基 づ き ， 公文書館 ， 博物館， 美術館， 図書館そ

の他 こ れ ら に 類 す る 機関 で あ っ て ， 保有す る 歴史 的 若

し く は文化 的 な 資 料文 は 学術研究用 の 資料 に つい て，

同令 の 規定 に よ る 適切 な管 理 を 行 う も の を 指定 し た 件

の 一部 を 改正 す る 件 （総務230 ) （平 成 15 .3 .  27官 報第

3573 号）

O我 が 国 の 大 学 に入 学す る た め の準備 教 育 を 行 う 課程 を

定 め る 件 の 一部 を 改正す る 件 （文部科学35 ) （平成 15.

3. 3 1官 報号外第6 8号）

0 在外教育施 設 の 認 定 を 取 り 消 し た 件 （同36 ) （同 ）

O 在外 教 育施 設 の 指 定 を 解 除 し た 件 （同37 ) （同 ）

0 学位 の 種類及 び分野 の 変更 等 に関 す る 基準 を 定 め る 件

(3 9) （同 ）

O 学校教育法施 行令 第23 条 の 2 第 1 項第 5 号 の 規定 に よ

る 分野 を 定 め る 件 （同 40 ) （同 ）

0 大 学が授 業 の 一 部 を 校舎及 び附属施 設以 外 の 場所 で行

う 場合 に つい て 定 め る 件 （同 43 ) （同 ）

0 大 学設置基準 第45 条 の 規 定 に 基 づ き ， 新た に 大 学等 を

設置す る 場 合 の 教員 組織， 校舎 等 の施 設及 び設備 の段
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階 的 な整備 に つ い て 定 め る 件 （同 44) （同 ）

0 大 学， 短期大学， 高 等 専門 学校等 の 設 置 の 際 の 入 学定

員 の 取扱 い 等 に 係 る 基準 （同 45) （同 ）

0 大 学 院 に 専攻ご と に 置 く も の と す る 教員 の 数 に つ い て

定 め る 件 の 一部 を 改 正 す る 件 （同 49 ) （同 ）

0 大学院設置基準 第33 条 の 規 定 に 基づ き ， 新 た に 大学院

等 を 設置す る 場合 の 教員 組織， 校舎 等 の施 設及 び設備

の段 階的な整備 に つ い て 定 め る 件 （同 50 ) （同 ）

O 専門職 大 学 院 に関 し必 要 な 事項 に つ い て 定 め る 件 （同

53 ) （同 ）

O 大学 の設 置等 の 認可申請 に 係 る書 類 の 様 式及 び提 出 部

数 （同 54) （同 ）

O 学校教育施行 規 則 の 規定 に よ ら な い で教育課程 を編成

す る こ と がで き る 場 合 を 定 め る 件 （同 56 ) （同 ）

報 第459号

（規 則）

O 人 事院規則 1 4 - 17 （国立大学教員 等 の 技術移転事業者

の 役員 等 と の兼 業） の一 部 を 改正す る 人事院規則 （人

事 院 1 4 17 - 1) （平成 1 5 . 3.2 5官 報第3 57 1 号）

0 人事院規則 1 4 - 1 8 （国立大学教員 等 の研究成 果活用企

業 の 役員 等 と の兼 業） の 一 部 を 改 正 す る 人 事 院 規 則

（同 1 4 - 1 8 - 1) （同 ）

0 人事院規則 17 一 0 （管理職員 等 の 範囲 ） の 一 部 を 改正

す る 人事院規則 （同 17 - 0 -69 ) （平成 1 5.3 .  2 8官 報第

3 57 4号）

O 人事院規則 12 - 0 （職員 の懲戒 ） の 一 部 を 改正 す る 人

事院規則 （同 12- 0 - 8 )  （平成 1 5.3 .3 1官 報第3 57 5号）

己���
学生生活委員会 （3月11日）

（審議 事項）

(1 ） 平成 1 5年度大学祭 に つ い て

(2 ） 前期 日 程入 試 に お け る告 示 （構 内規制） 違 反 に つ い

て

入学試験実施委員会 （3月13日）

（審議 事項）

( 1 ） 平成 1 5年度入試 の 実施 状況 に つ い て

部局長会議 （3月14日）

（審議 事項）

( 1 ) 平成 1 5年度大学祭 に 伴 う休 業 日 に つ い て

(2 ） 学生 の 除籍 に つ い て

(3 ） 富 山大学大学院学則 の一 部改正 に つ い て

(4） 富 山大学理学部規 則 の 一部改正 に つ い て

大学院委員会 （3月14日）

（審議 事項）

( 1 ） 富 山 大学大学院教育学研究科規則 の 一部改正 に つ い

て

(2 ） 富 山 大 学大学院経済学研究科規 則 の 一部改正 に つ い

て
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(3 ） 富 山 大学大学院理工学研究科規 則 の 一部改正 に つ い

て

(4） 富 山 大学大学院工学研究科規則及 び富 山 大学大学院

工学研究科委員 会規則 を 廃 止す る 規則 の 制 定 に つ い て

評議会 （3月14日）

（審議 事項）

( 1 ） 平成 1 4年度着手 の 大学評価の事前調査 回答 に つ い て

(2 ） 富 山 大 学学則 の 一部改正 に つ い て

(3 ） 富 山 大 学安全管理委員 会 規 則 の 一部改正 に つ い て

(4） 富 山 大学総合情報基盤 セ ン タ一 規則 の 制 定 に つ い て

(5） 富 山 大 学総合情報基盤 セ ン タ ー の セ ン ター 長及 び教

員 選考規則の 制 定 に つ い て

(6 ) 『 富 山 大 学 の 教員 定員 の 運用』 の 取扱 い に つ い て の

一部改正 に つ い て

学生生活委員会 （3月17日）

（審議 事項）

( 1 ） 学 生 の 不祥事 （覚せ い 剤 取締 法違 反 、 県 青 少年保護

育成 条 例違 反） に つ い て
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平成15年度入学者選抜個別学力検査（一般選抜・後期
日程）を実施， 一般選抜等の合格発表も完了

平 成 1 5年 度入 学者選抜 個別 学 力 検査 （一般 選抜 ・ 前期

日 程及び専門 高 校・ 総合 学科卒 業生 選抜 ） の合格 発表が，

3月 7 日 （金） 午 後 l 時 から 特設掲 示板とホー ム ペ ー ジ

に お い て行 わ れ， 1,003 人に合格通 知 が送 付 さ れ ま し た。

ま た， 3月 12 日 （水）に は， 一般 選抜 ・ 後期 日 程 の 学 力

検 査 等 が 各 学部検査 場に お い て 実施 さ れ， 志願 者2, 872

人 の う ち 1, 532 人 が受 験 （受験 率 53 % ） し ま し た 。 合格

発 表 は 3月2 1 日 （金 ） 午 後 1 時か ら 特設掲 示板と ホ ー ム

ペ ー ジに お い て行 わ れ 433 人に合格通 知 が送 付 さ れ ま

し た。

合格 者 の入 学手 続 き は ， 一般 選抜 ・ 前期 日 程及び専門

高校 ・ 総合 学科卒 業生選抜 が 3 月 1 4 日 （金） ・ 1 5 日 （土）

に ， 一般 選抜 ・ 後期 日 程 が 3月27 日 （木） に そ れぞ れ行

われ， 入 学手続締 切 日に お い て 欠員 を 生 じ た学部 ・ 学科 ・

課程では， 2 8 日以 降に追 加合格に よ る 欠員 補充 が 実施 さ

れ ま し た 。

な お ， 平 成 1 5年 度 の入 学者選抜 個別 学 力 検査 実施 状況

は巻末 資料に 掲 載 し ま し た 。

ム 一般 選抜 ・ 後期 日 程で検査 開始 を待 つ 受験者 （人文学部）

平成14年度第3回富山大学運営諮問会議を開催

平 成 1 5年 度 第 3 回 富 山 大 学 運営諮 問 会議 が 3 月 13 日

（木） に 開催 さ れ ， 会 長 で あ る 石坂 前 富 山 国 際大 学長 を

はじ め ， 委員8 人 が 出席 さ れ ま し た。

会議 の冒頭 で 瀧海 学長 か ら ， 前 回 の 運 営諮 問 会議 で い

ただ い た意見に 対す る 本学 の 対応に つ い て報告 が あ り，

今 回 は， 平 成 16 年 4月に予 定 さ れて い る 法人化 ま で の 移

行 期に お け る準備 の た め ， 今後 の 富 山 大 学 の 運 営に つ い

て ， 法 人 の 経営面も 含 め て助 言 い ただ き た い旨 の挨拶 が

あ り ま し た 。

そ の 後， 本学か ら ， 国立大学 の 再編 ・ 統合に つ い て 報

告 が あ り ， 各委員 か ら以 下 の よう な意見等が あ り まし た。

． 医薬大が平 成 17 年 10 月 の 再編 ・ 統合 を 目 指す と い う 機

関 決 定 を し た こと が新聞 等に 報道 さ れ た が， 3 大学 の

統合 の 時期 は 足 並 み を そろ え る べ き で あ り ， 3 大学 で

一緒に 公表す べ き で な か っ た か。

ム 第 3 回運営諮 問 会議
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・ 高岡地区に 設置す る 新 学部構想、 を 富 大と 高岡短大でう

ま く まと め てほ し い。 ま た ， 併せて教員 養成機能 を 持

つ 新 学部 の 構 想 を 早 く 明 確に し てほ し い。

－ 新大 学 の 骨格と 再編 ・ 統合 ま で の 日 程 を 県 民に 早 く 示

し てほ し い。 新 山梨 大 学 で は ， 再編 ・ 統合 の メ リ ッ ト

を 検 証 し て ， ス ケ ー ル メ リ ッ ト が 生 か さ れ た こと ， 学

部聞 の 共 同 研究プロ ジ ェ ク ト が活 性化 し た こと が言 わ

れて お り ， 県 内 3 大学も 早 く 統合 を 進 め てほ し い。

引 き 続 き ， 「国立大 学 法 人 へ の 移 行準備に つ い てJ諮

問 が あ り ， 本学の 現状， 課題に つ い て 資 料に 基 づ き説 明

の 後， 主に以 下 の 2 項 目に つ い て 提言 を い ただ き ま し た。

① 中 期 目標 ・ 中 期 計画（ 素案） に つ い て

. 3 大学 の 再 編 ・ 統合 を 充分視野に 入れて， 3 大学で

足並み を そろ え たも のに し てほ し い。

－ 富 山 大 学と し て の 個 性， 特徴 を 強調 し てほ し い。

・ 中 期 計画に 「検討 を 進 め る 」 と いう 事項 が多すぎ る。

． 中 期 計画 の具体化に 伴う予算 を 念 頭に お い た，

実効性 の あ る 計画 を 立 て てほ し い。

・ 全て の 項 目にす ぐに 意見 を 出す こと は難 し い の で ，

委員に ア ン ケ ー ト 形式で意見 を 集約 して は どう か。

（ 後 日 ， 委員に 文書 で 照会す る ことと し た。 ）

報 第459号

② 経営協議 会 の 構成等（ 特に 外部委員 ） に つ い て

． 大学 の 運営に 精通 し た 人 が適任と思う。

－ 現在 の諮 問会議委員 よ りもう 少 し 下 の ク ラ ス が動 き

やす い。

・ 民 間 で は監査 の 権 限が 強 い の で， 人 選 は 慎重に。

・ もう 少 し 時 間 を か け て議 論 し た い の で， 法人化の準

備に 関す る他 の 事項も 含 め て 次 回以 降も継 続 し て意

見交換 し た い。

な お ， 出席 の委員 は 次 の 方 々 です。（五十音順 ）

吾妻 一興（ 宮城教育大学副 学長 ）

石坂 誠一（ 前富 山 国 際大 学長）

井上 孝美（ 放送 大学学園 理事長）

上野 隆三（ 北 日 本新聞 社代表取締 役会長）

中尾 哲雄（ 富 山 経 済 同友会代表幹 事）

平能富太郎（ 元北 陸銀行取締 役）

福岡 隆（ 富 山 県 教 育委員 会教育長）

山 田 圭蔵（ 北陸経済連合 会会長）

大学院理工学研究科（博士後期課程）学位記授与式を挙行

3月 1 8 日（ 火） に 学長 室に お い て ， 富 山大学大学院理

工学研究 科（ 博士後期課程 ） 学位記授与式が挙行 さ れ ま

し た。

式に は， 修了 認定者6 人 が 出席 し， 瀧津学長か ら 博士

の 学位記が授与 さ れ ま し た。

- 8 -

A 瀧津学長か ら 学位 記 を 授与
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教育学部とロシア連邦ネヴェリスキー海事国立大学が
学術交流協定を締結

3 月27 日 （木） に 教育学部と ロ シ ア 連邦 の ネ ヴ ェ リ ス

キー海事国立大学と の 間 で学術交流協 定が締 結 さ れ ま し

た。 調印 式 は ウ ラ ジ オ ス ト ク に あ る 同 大 学 の 学長室で行

わ れ， 同大学副 学長， 国 際部長及び教育学部雨宮洋 司 教

授立会 い の 下 で， 塚野州一 教育学部長とセ デイ ー フ 学長

が調印 し， プ レ ゼ ン ト を 交換 しま し た。 そ し て， 和 や か

な ム ー ド の 中 で今 後 の友好増 進 の約束 が交わ さ れ ま し た。

帆船 を 使 っ た海洋観測事業 へ の 参 加 を 日 本海側 の 各 大学

研究 者 に 呼びか け る な ど積極的 な 動 き を し て い ます。 こ

れ を 機 会 に 教育学部だ け で は な く， 全 学 的 な 交 流が期待

さ れ ます。

こ の協 定 は通 常 の 学術交流協 定 に 加 え， 両 大学 の 学 生

が短期間， 相 手 大 学 （含附属 学校圏 ） で 異文化研修 を 受

け ら れ る よ う 工夫 し た学生交流 の 実施協 定 を包 含 し て い

ます。

そ の 後 の副 学長主催 の昼食 会 で は， 大学評価， 再編統

合 が両 大学 の 共通 の 課題と し て あ る こと が話合 わ れ， 両

大 学 の 出席 者た ち は， 有意 義 で親密 な 時 間 を 過ご し ま し

た。

同大学はロシ ア 極 東 に お け る唯 一 の 伝統 あ る 海事専門

大学です が， 現在は環 日 本海地域 の 言語文化 を 専攻す る

東 ア ジ ア 学部や産業心理学部 な ど に 力 を入 れて特色 あ る

総合 大 学 の 方 向 を模索 し て い ます。 な お ， 同 大 学 の 大 型

ム ネ ヴ ェ リ ス キ ー 海事 国 立大学学長 室 に て 調印

���� 
異動区 分 発令 年 月 日 氏名 異動前の所属官職 異 動 内 容

転 任 15 . 3. 1 今 回 裕一
富 山医科薬科大学業務 部施 設課工営係 施 設課工営係主 任
主 任

国立療養所 中 部病院長寿医療研究セ ン 助 教授 工学部 （電気電子 シ ス テム 工学科
” 中島 一樹 タ ー老人支援機器開発部看護 ・ 介護機 通 信制御工学）

器開発室長

勤務 延長 15. 3 .  1 唐 政
教 授 工学部 （知能情報工学科メディ 任期の 定 め の な い職員とす る
ア 情報工学）
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総合情報処理センターが定期講演会を開催

3 月 4 日 （火） に 総合情報処理セ ン タ ー に お い て ， 定

期講 演 会 が 開催 さ れ， 川 合慧 東京大学大学院総合文化研

究科教授が「2006 年 か ら の 大学 に お け る 一般 情報処理教

育 を知 何 に 変 え る べ き かJ と 題 し て講 演 さ れ ま し た。

平成15 年度か ら 高等 学校 に お い て必修 科 目 「情報」 が

実施 さ れ， 3 年後 の1 8年度 に は こ の 「情報」 科 目 を履修

し て き た 学 生が入学す る こ と に伴 い ， 本学で も 一般 情報

処 理 教育 の 内 容， 位 置 付 け を 現 在 の 「情報 リ テ ラ シ ー」

教育か ら 再検討す る必 要 に迫 ら れて い ま す。 こ の よ う な

状況 の 中 で， 文部科学省 の委嘱 を 受 け た 情報処理学会 の

「大学等 に お け る一般 情報処理教育 の 在 り 方 に 関 す る 調

査研究委員 会」 で は， 平 成12 年度 と13 年度 に わ た っ て我

が 国 の 一般 情報処理教育 の 現 状 を 調査 し， 標準 カ リ キ ュ

ラ ム の 在 り 方等 に つ い て の 調査研究 を 行 い， 平成1 4年 3

月 に 報告書 を 公表 し て い ま す。

本講 演 会 で は， 上記調査委員 会 の委員 長 で あ っ た 川 合

教 授 か ら ， 今 後 の あ る べ き 姿 や 授 業 内 容等 に つ い て詳

し い説 明 と 提 言 が あ り， 出席 者 は 熱 心 に聴講 し ま し た 。

ム 定期講 演 会 の模様

職場のさわやかマナー研修会を開催

3 月7 日 （金） ， 黒 田講 堂 に お い て ， 職 場 の さ わ や か

マ ナ ー研修 会 「職 場 の マ ナ ー ～職 場 のイ メー ジ は あ な た

が 作 る ～」 が 開催 さ れ ま し た。

こ の 研修 は， 講 師 に （株 ） NT T マ ー ケ テ ィ ン グ ア ク

ト 北 陸 の員 木克子氏 を招 き， 国 立 立 山 少 年 自 然 の 家及び

本学事務職員 を 対 象 に 行 わ れ た も の で す。

員 木講 師 は， マ ナ ー の 基本 と し て ， 態度 ・ 動 作 は 目 に

見 え る言 葉 で あ り， 言 葉 は 心遣 い で あ る と説 明 し， そ の

後， 2人 1 組で行われた姿勢 ・ 表情 に よ る印 象の 確認や，

電 話 で の 対応 に お い て， 言葉だ け で の 伝 達 の難 し さ や電

話 の 対応， 取次ぎ， 復唱， 確 認等 に つ い て指導 が あ り ま

し た。

講 義終了 後， 参 加者 か ら 日頃勤 務 の 中 で思 っ て い る

こ と に つ い て疑 問 や 質 問 が 出 さ れ， 活 発 な 質疑 応答が行

わ れ ま し た 。
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教養教育に関する講演会を開催

3 月10日 （ 月）， 伊藤 正 之 名 古屋 大 学副 総長 を講 師 に

迎 え， 教養教育 に 関 す る講 演会 が 黒 田講 堂 で 開催 さ れ ま

し たb

こ の講 演会 は ， 本学 を は じ め 富 山 医科薬科大学， 高岡

短期大 学 の 富 山 県 内 国 立 3 大学 の 再 編 ・ 統 合 が協議 さ れ

て い る 中 で， 新大 学 に お け る 教養 教育 の 在 り 方 に つ い て

教職員 の 認識 を深 め る こ と を 目 的 に 3 大 学 の 教職員 を 対

象 と し て催 さ れ た も の です。

伊藤講 師 は 「教養教育 の 在 り 方」 と 題 し て講 演 さ れ，

名 古屋大学 に お け る 全学教育 の 改編 を 中 心 と し た 教養教

育 実施 体制 改 善 の 取組事例 を詳 し く 紹介 さ れ ま し た。 3

大学か ら は約150 名 が 出席 し， 熱 心 に聴講 し ま し た 。

本学が， 新大学 に お け る 教養教育 実施 体制 と し て提唱

し て い る 共通 教育 院構 想 は 名 古屋大学が平成13 年 に 学

内措 置 と し て 設置 し た教養教育 院 を 例 と し て い る こ と か

ら， 講 演終了 後 の 質疑 応答 の 時 間 に は活 発 な 質 問 が あ り，

教職員 の 関 心 の深 さ が う か が え ま し た。 ム講 演す る伊藤正 之 名 古屋大学副 総長

極東地域研究センターが第5回セミナーを開催

極 東 地域研究セ ン タ ー は， 3 月1 8日 （火）， 黒 田講 堂

に お い て ， 第 5 回セ ミ ナ ー を 開催 し ま し た。

同セ ン タ ー で は， ロ シ ア 労働市場 に 関 す る 研究 を 進 め

て い る こ と か ら， 今 回 の セ ミ ナ ー も昨 年 に引 き 続 い て

「ロ シ ア 地域労働市場への視覚 （ 2 ） 」 を テ ー マ と し ， よ

り 大 き な 視野 に 立 っ た市場経済化以 降 のロ シ ア 労働市場

の 変貌 や若 者 の失 業 問題 を 取 り 上げ ま し た。

セ ミ ナ ー で は ， ロ シ ア ・ サ ン ク ト ペ テ ル ブル ク 国立大

学 の セ ルゲイ ・ ス テ ィ ー リシ 教授 と 堀江典 生極東地域研

究セ ン タ 一助 教授 が， 「ロ シ ア の 世 界 経済 へ の 統 合 と 労

働市場 へ の イ ン パ ク ト 」 及 び「 変容 す るロ シ ア の 若 年 労

働市場」 と 題 し て そ れぞ れ報告 を 行 い ， そ の 後， 山 井 理

人 北海道大学ス ラ ブ研究セ ン タ ー 教授 と ア ン ド レ イ ・ ベ

ロ フ福 井県立 大学経 済学部助 教授 を コ メ ン テ ー タ ー に し

て 活 発 な 質疑 応答が行わ れ ま し た。

A講 演 す る セ ルゲ イ ・ ス テ ィ ー リ ン ロ シ ア ・ サ ン
クト ペ テ ル ブ ル ク 大学教授
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セクシュアル・ハラスメント相談員研修会を開催

3 月 1 8 日 （火） ， 事務局 大 会議 室 に お い て， セ ク シユ

ア ル ・ ハラ ス メ ン ト 等 に 関 す る 相談員 を 対象 と し た 第 1

回相談員 研修 会 が 開催 さ れ ま し た。

こ の 研修 会 は， 相談員 と し て の カ ウン セラ一 能 力 の 資

質 向 上 を 図 る と と も に， 今 後 の 大 学 の セ ク シ ュ ア ル ・ ハ

ラ ス メ ン ト防止 ・ 解決 の 問 題点 の 共通 認識 を 持 つ た め 開

催 さ れ た も の で す。

研修 会 で は， 志村恵 金沢 大学助 教授 の指導 の 下， 相談

員 15 名 が 4 つ の グループ に 分かれて， 自己 紹介， フ ォ ト ・

ラ ン ゲー ジ ， ロ ー ル プ レイ に よ る 参 加型 ワ ー ク シ ョ ッ プ

の 手法 に よ り ， 自 分 自 身 の 偏見 や ス テ レ オ ・ タイ プ的 な

も の の考 え 方 に 気づ い た り 相談員 の 中 心課 題 で あ る 相

談 の 際 に 重要 な ス キルで あ る 「傾聴 」 を 実 際 に体験 し ま

し た。

相談員 は， 約 2 時間 に わ た り 熱心 に研修 を受講 し， 最

後 に 相談員 と し て現在困 っ て い る 課題 や 問 題点 等 を 出 し

合 い 全体で共有 し な が ら ， 今 後 の 相談員 と し て の 資質 向

上 を 図 る た め の 活発 な意 見交換 を 行 い ま し た。

ム 研修 の模様

工学部が第2国外部評価委員会を開催

工 学 部 の 第 2 回外部評価委員 会 が ， 3 月20 日 （木） に

同学部大会議 室 に お い て 開催 さ れ ま し た。

今 回 は ， 国立大学 の 法人 化 を控 え ， 工学部及び大学院

理工学研究科 に お ける 教 育研究 に 係 る 取組 み の 現 状 と 課

題及び将来 構想等 に 対 し て， 学外有識者 の思俸 の な い意

見 を聞 く た め 開催 さ れ た も の です。

工学部で は， 評価の継 続性 を 重視す る た め ， 前 回 の委

員 10 名 を 含 め， 次 の13 氏 に委員 を委嘱 し ま し た。

林勇 二郎 （金沢大学長 ）， 真 田 雄三 （北海道大学名誉

教授）， 架谷昌信 （名 古屋大学理工科学総合研究セ ン タ ー

長）， 増 本健 （ （財 ） 電 気 磁 気 材 料研 究所 長） ， 松 村 文 夫

（石川 工業高等専門 学校長） ， 岩見基弘 （岡 山 大学学長補

佐） ， 村上正紀 （京都大学大学院工 学研究科教授） ， 飴久

晴 （ コ ー セ ル （株 ） 代 表 取締 役 会長）， 石原賓 （ 北 陸電 力

（株 ）副 社長）， 内 田 賀久 （立 山 マ シ ン （株 ） 取締 役副 社長） ，

北 野 芳 則 （YKKAP （株 ） 代表 取締 役副 会 長） ， 杉 野博

（ （株 ） ス ギ ノ マ シ ン 取締 役最高顧 問） ， 竹 田 雄一郎 （第一

フ ァイン ケミ カ ル （株 ） 代表取締 役社長）

委員 会冒頭 に， 前 回委員 長で あ る 林氏 を委員 長 に 選 出

し た 後， 龍 山 学部長か ら こ の 3 年 間精 力 的 に 取 り 組ん

で き た学部や大学院の 自己点 検評価， 学生 に よ る 授業評

価， 教員 の 教育業績評価 （試行） 及び教育環境の整備 等
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の 紹 介 と ， 少人 数教育やJABEE 等， 各 学科 が独 自 に 取 り

組ん で い る 状況 の詳細 に つ い て説 明 が あ り ， 引 き 続 き 質

疑 応答， 意 見交換及び関連施 設 の 視察が行 わ れ ま し た。

委員 か ら は ， 「 こ の 3 年聞 に お け る努 力 に は 目 を 見 張

る も の が あ り 評価で き る が， 地方大学 と し て の特色 を も っ

と 出 すべ き で あ り ， 研究成果 を 地域社会 に積 極的 に還元

す る よ う努 め る べ き J 等， 辛 口 の指摘 が あ り ま し た。

工学部では， 今後， こ の 貴重 な意 見や提言 を 報告書 に

ま と め ， 検 討 を 加 え た う え で 中 期 目 標 ・ 中 期 計 画 に 反 映

さ せて い く こ と と し て い ま す。

ム 工学部外部評価委員 会 （ 3 月20 日 ）



平成15年 4 月 学 報 第459号

平成14年度永年勤続者表彰及び退職者を囲む懇談会を開催

平成 14年度永 年勤 続者表彰及び退職 者 を囲 む懇談 会 が

3 月27 日 （木） 午 後 4 時 か ら 事務局 大会議 室 に お い て 開

催 さ れ ま し た。

初 め に ， 文部科学省永 年勤 続者表彰が行われ， 瀧漂学

長か ら ， 新 田 三智 也総務部長並び に玉 村喜代治学生部長

に 表 彰 状 と 記念 品 が授与 さ れ ま し た。

続 い て ， 瀧津学長か ら 退職 者一人 一人 に 記念 品 の贈

呈 が行 わ れ た 後 ， 退職 者 の 方 々 に 対 して ， 永 年 に わ た り

文部科学省機 関 並 び に 本学 に 精 励 さ れ た こ と に つ い て深

く 感謝 す る旨 の挨拶 が あ り ま し た。

そ の 後， 退職 者 を 代表 し て矢津英一人 文学部教授か ら

挨拶 が あ り， 式 を終了 し ま し た。

引 き 続 い て ， 記 念撮 影が行われた後， 会 場 を 小会議 室

に移 し退職 者 を囲ん で懇親 会 が催 さ れ， 和 や か な雰囲 気

の 中， 古 き 良 き思 い 出 に 話が弾ん で い ま し た。

な お， 退職 者 の 方 々 は 次 の と お り で す。

総 務 部 部長 新 田 三智 也

” 

電話交換手長 大 場チ イ 子

専門職員 赤 井 弘人

経 理 部 課長補佐

学 生 部 部長

施 設 課 主 任

附属 図書館 係員

人 文学部 教授

II II 

教育 学部 II 

II II 

” ”  

II II 

II II 

II 主 任

松下 義春

玉 村喜代治

森 田 昌 夫

角 井 葉 子

小谷 仲男

矢津 英一

安達 勇 作

安藤 修平

奥村 義雄

中 井 学

中 村 義朗

山本 悦 子

教育 学部附属幼稚園副園 長 常川 允 子

工 学部 助 教授 島崎 利 治

II 事務長 中 田 孜

元総務部 専門職員 地 崎 昇

元経理部 課長 加 賀 見 賓

（注） 退職 者 を囲 む懇談 会 出席 者 の 記念写 真 は裏 表紙 に

掲 載 し ま し た。

退官記念最終講義の持J
本年 3 月 末 を も っ て退官 さ れ る 教授 の 最終講 義 が人 文 学部 で 行 わ れ 多 数 の 学 生， 教職員， O B が 出席 し， 終始 熱

心 に聴講 し ま し た。

ム人 文学 部 小 谷仲男 教授

日 時 3 月 15 日 （土） 15: 00 ～ 

場 所 人 文 学部6 番講 義室

題 目 ガ ン ダ ー ラ仏 教 に お け る廻 向儀礼

A人 文学部 矢津英一 教授

日 時 3 月2 1 日 （金） 15: 00 ～ 

場 所 人 文 学部6 番講 義室

題 目 築地小劇 場 とチエ ー ホ フ
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®®@®@ 
渡航 の種類 所 属 職 氏 名 渡航 先国 目 的 期 間

人 文学部 助 教授 竹 内 潔 フラ ン ス， カ メ ル ー
ア フ リ カ 熱帯森林住民 の文化保全 15. 2. 7 

ン， ポル ト ガル
と 内発的発展 に 関す る 現地調査、
研究連絡 及び資料収集

15. 3. 16 

外 国 出 張 工 学 部 教 授 唐 政 中 国
脳 型計算機 に 関す る研究打合せ， 15. 3. 1 

資料収集 15. 3. 8 
極東地域
研究セ ン 教 授 森岡 裕 韓 国

環 日 本海地域特荷 情報のネ ッ ト ワー 15. 3. 2 

タ ー
ク 拡充に関する 調査研究 15. 3. 5 

15. 3. 2 
工 学 部 教 授 坂 井 純 一 イ タ 1) ア 研究打合せ

15. 3. 16 
極東地域・
研究セ ン 教 授 酒 井 富 夫 韓 国

環 日 本海学術ネッ ト ワ ー ク に関す 15. 3. 2 

タ ー
る 基礎調査 15. 3. 5 

15. 3. 3 
工 学 部 講 師 宮 武 滝 太 韓 国 情報交換及び資料収集

15. 3. 7 
水素同位 15. 3.  8 
体科学研 教 授 松 山 政 夫 ド イ ツ ， イ ギ リ ス 研究打合せ
究ヒ ンター 15. 3. 23 

水素同位 15. 3. 8 
体科学研 講 師 鳥 養 祐 二 ド イ ツ ト リチ ウ ム測定
究セ ンター 15. 3. 23 

極東地域
研究セ ン 教 授 酒 井 富 夫 中 国

中 国南部地域 に お け る ト ウ モロコ 15. 3. 9 

タ ー
シ流通 に 関する 現地調査 15. 3. 13 

15. 3. 16 
経済学部 助 教授 岸 本 書写 生 中 国 上海S M N に 関 す る 調査

15. 3. 22 

教育学部 助 教授 深 見 友 紀 子 韓 国
音楽教育用コ ンァンツの作製状況 ・ 15. 3. 17 
使用状況 調査 の た め 15. 3. 22 

極東地域
研究セ ン 教 授 森岡 裕 ロ ン ア

ロ シ ア 極東 の マ クロ ・ ミ クロ 経済 15. 3. 19 

タ ー 情勢 に関する資料 ・ 情報の収集 15. 3. 22 

教育学部 助 教授 野 平 慎 二 ド イ ツ
現代 ド イ ツ教育学 に お け る 美的教 15. 3. 20 

育論の調査 15. 3. 31 

教育学部 教 授 山 西 潤－ ア メ リ カ 合衆 国
情報技術 と 教師教育の国際会議 に 15. 3. 22 

出席 ， 資料収集 15. 3. 31 

教育学部 講 師 上 山 輝 ア メ リ カ 合衆 国
教師教育 に つい て の情報技術学会 15. 3. 22 
(SIT E)2003 に 出席， 資料収集 15. 3. 29 

教育学部 教 授 諸岡 晴 美 中 国
紡織お よびアパ レルに関する市場 15. 3. 25 

調査及び資料収集 15. 4. 1 

教育学部 講 師 高 橋 純 中 国
中 国教育工学学校実践 フ ォ ーラ ム 15. 3. 25 

に 出席 ・ 発表 15. 3. 29 

教育学部 助 教授 藤 原 孝 章 タ イ
NG O支援プロ ジ ェ ク ト 視察 の た 15. 3. 26 

め 15. 4. 1 
15. 3. 26 

教育学部 教 授 雨 宮 洋 司 ロ ン ア 大学問協 定締 結調印 の た め
15. 3. 29 
15. 3. 26 

教育 学部 教 授 塚 野 州 一 ロ ン ア 大学問協 定締 結調印 の た め
15. 3. 29 

大学発イ ノ ベー シ ョ ン調査： 「地 15. 3. 2 
海外研修 経済学部 教 授 清 家 彰敏 中 国 域イ ノ ベー シ ョ ン の成功要因及び

促進政策 に関する 調査研究 15. 3. 9 
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渡航 の種類 所 属 職 氏 名 渡航 先国 目 的 期 間
15. 3. 2 

海外研修 人 文学部 助 教授 青 木 恭 子 ロ ン ア 研究資料収集 15. 3. 23 
ア メ リ カ 地理学会 に出席J G IS 15. 3. 3 

人 文学部 助 教授 大 西 宏 治 ア メ リ カ 合衆 国
教育 に 関す る 情報収集 15. 3. 11 
フ ラ ン ス 革命時にお け る 神秘 主 義 15. 3. 12 

人 文学部 教 授 村 井 文 夫 フ フ ン ス
的思 想 に 関す る 文献調査 15. 4. 4 ，、
学校教育 の情報化に関する調査 ・ 15. 3. 13 

教育 学部 講 師 高 橋 純 シ ン ガ ポ ー ル
資料収集 15. 3. 17 

15. 3. 16 
人 文学部 助 教授 三 浦 哲 男 イ ギ リ ス PF I の法的問題点 の検討

15. 3. 27 
15. 3. 16 

経済学部 教 授 薄 井 啓 イ ギ リ ス， ベ ル ギ ー E C 競争 法 と仲裁 に関する研究
15. 3. 27 

第6 回 ア メ リ カ機械学会・ 日 本機 15. 3. 18 
工 学 部 教 授 岩 城 敏 博 ア メ リ カ 合衆 国

械学会熱工学合同会議 に 出席 15. 3. 22 
ハ ン ガ リ ー， オ ー ス 教会音楽 と 宮 廷 音楽に関する調査 15. 3. 19 

教育 学部 助 教授 千 田 恭 子
ト リ ア ， チ ェ コ 及び資料収集 15. 3. 29 

AP C に よ る Exective Board 15. 3. 23 
経済学部 教 授 小倉 利 丸 南 ア フ 1) カ

Meeting に 出席 15. 3. 30 
バイ オ マス か ら の燃 料製造共同研 15. 3. 26 

工 学 部 教 授 椿 範 立 タ イ
究に関する 打合せ及び現地調査 15. 3. 31 
現代 日韓関係に関する調査 ・ 研究 ・ 15. 3. 27 

人 文学部 講 師 本本 夏 生 韓 国
資料収集 15. 4. 2 

15. 3. 27 
工 学 部 助 教授 佐 貫 須 美 子 韓 国 共 同研究打合せ及び調査

15. 3. 31 
海岸 コリ ャ ー ク の漁 業復興 活動 に 15. 3. 30 

人 文学部 助 教授 呉 人 恵 ロ ン ア
関する 資料収集及び情報交換 15. 4. 6 
米国 自 白人 権協 会主催 の コ ンビ ュー 15. 3. 31 

経済学部 教 授 小倉 利 丸 ア メ リ カ 合衆 国 タ ， 自 由及びプ ライ パ シ ー に 関す
る 会議 に 出席 15. 4. 7 

- 15-
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司副司副

3 月 4 日 構想策定委員 会 （於； 富 山 医科薬科大学）

5 日 臨 時 東 海 ・ 北 陸 地区 国 立 大 学 事 務局 長 会議

（於； メ ルバ ル ク N AGOYA) 
産学官 連携 と 技術移転 に 関す る セ ミ ナ－

6 日 再編 ・ 統合検討委員 会

7 日 法人 化準備委員 会

職 場 の さ わ や か マ ナ ー 研修 会

個別 学 力 検査 ・ 前期 日 程合格 発 表

低温液化室運営委員 会

10 日 教養教育講 演 会

事務局 連絡 会

日 本育 英会業務連絡協議 会 （於； テ レビ ア ホー

ル）

1 1 日 構想策定委員 会 （於： 本学）

自己点 検評価委員 会

学 生 生活委員 会

「2 1 世紀型産学連携 手 法 の 構築 に 関 す る モ

デル事業」 報告 会 （於； 東京）

12 日 個別 学 力 検査 ・ 後期 日 程

運営 会議

13 日 第 3 回 富 山大学運営諮 問会議

入学試験実施委員 会

14 日 部局 長会議

大学院委員 会

評議 会

14 日

～15 日 前期 日 程入学手続き

15 日 臨時東海 ・ 北 陸地区 国 立大学長会議 （於； 名

古屋観光 ホ テ ル）

17 日 学生生活委員 会

事務局 連絡 会

1 8 日 構想策定委員 会 （於； 富 山 医科薬科大学）

事務協議 会

理工学研究科学位記授与式

20 日 富 山県イ ン タ ー ン シ ッ プ合 同 会議 （於； 富 山

第 一 ホ テル）

21 日 個別 学 力 検査 ・ 後期 日 程合格 発 表

24 日 事務局 連絡 会

-16 -

25 日 学位記授与式

ベ ンチ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ ト リ ー幹 事会

27 日 文部科学省永 年勤 続者表彰及び退職 者懇談 会

後期 日 程入学手続 き

2 8 日 地域貢献推進大 学 シ ン ポ ジ ウ ム （於； 東京）

31 日 構想策定委員 会 （於： 本学）

｜人 文 学 部｜
3 月 3 日 学部教務委員 会

高岡短期大学 と の 話 合 い

5 日 学部法人 化対応委員 会

研究科委員 会

教授会

6 日 学部国際交流委員 会

13 日 学部総務委員 会

17 日 学部将来 計画委員 会

学部 自己点 検評価委員 会

1 8 日 学部法人 化対応委員 会

学部研究評価対応委員 会

1 9 日 研究科小委員 会

学部教務委員 会

学部国 際交流委員 会

20 日 教授会

26 日 学部研究評価対応委員 会

2 8 日 学部法人 化対応委員 会

｜教 育 学 部｜
3 月 3 日 学部学生生活委員 会

4 日 学部入学試験委員 会

教育 学部及び附属学校圏 共 同 研究プロ ジ ェ ク

ト 運営委員 会 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議

5 日 研究科委員 会 小委員 会

学部教務委員 会

教授会

研究科委員 会

6 日 教育 学部及び附属 学校園 共 同研究プロ ジ ェ ク

ト 運営委員 会

7 日 附属養護学校卒 業証書 授与 式
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1 1 日 附属養護学校評議員 会 図書 等委員 会

12 日 学部将来 構想委員 会 就職指導委員 会

13 日 附属学校運営委員 会 学部教務委員 会

附属幼稚園修 了 証書 授与 式 学部入学試験委員 会

1 4 日 附属 小 学校卒 業証書 授 与 式 学部 自己点 検評価委員 会

附属 中 学校評議員 会 財 務委員 会

17 日 附属 中 学校卒 業証書 授与 式 情報処理委員 会

附属幼稚園終 業 式 将来 構想等検討委員 会

1 8 日 教育 方法改善委員 会 生涯 学 習 ・ 広報委員 会

1 9 日 附属 小学校及び附属 中 学校修 了 式 学部国際交流委員 会

20 日 学部入学試験委員 会 25 日 経済学部 ・ 大学院経済学研究科学位記授与 式

教授会

学部教務委員 会
学

学部国際交流委員 会

学部学生生活委員 会 3 月 5 日 理工 学研究科博士 前期課程理学部会

人 事教授会 理 工 学研究科博士 後期課程部会

附属養護学校修 了 式 理 工学研究科委員 会

27 日 富 山 大学教育 学部 とロ シ ア 連 邦 ・ ウラ ジ オ ス 13 日 学部就職指導委員 会

ト ク ・ ネ ヴ ェ リ ス キ ー海事国立大学 と の 学術 1 4 日 学部法人 化対応委員 会

交流協 定締 結 学科長会議

20 日 理工学研究科博士 前期課程理学部会

済 学
教授会

人 事教授会

3 月 4 日 学部入学試験委員 会 理 工 学研 究科博士 前期課程理学部会 専任教授

5 日 人 事教授会 � 
研究科委員 会 理 工 学研究科博士後期課程部会

教授会

10 日 学部教務委員 会
学

1 1 日 将来 構 想等検討委員 会

12 日 学部学生生活委員 会 3 月 3 日 学部学生生活委員 会

13 日 人 事教授会 学 部 図書委員 会

教授会 大学院入試 （博士前期課程） の 推薦 入試 に 関

17 日 人 事基 本 問 題検討委員 会 す る 検討会

図書 等委員 会 4 日 学部入試検討委員 会

1 8 日 将来 構想等検討委員 会 5 日 教授会

任期制検討委員 会 専任教授会

1 9 日 学部教務委員 会 理 工学研究科博士 前期課程工学部会

学部総務委員 会 工学研究科博士後期課程委員 会

20 日 学部入学試験委員 会 工学研究科委員 会

学部学生 生活委員 会 理 工 学研究科博士後期課程部会

人 事教授会 理 工 学研究科委員 会

教授会 6 日 工学部任期制検討委員 会

学部国 際交流委員 会 108 学部 自己点 検評価委員 会

2 4 日 学部学生生活委員 会 13 日 工学部任期制検討委員 会

- 1 7 -
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17 日 学部学生生活委員 会

大学院入試 （博士前期課程） の 推薦 入試 に 関

す る 検討会

学長 と 工学部教官 と の懇談 会

1 8 日 学部教務委員 会

1 9 日 教授会

専任教授 会

理工学研究科 博士前期課程工学部会

理工学研究科博士後期課程部会 （工学系）

20 日 工学部外部評価委員 会

理工学研究科博士後期課程部会

2 4 日 学部紀要委員 会

26 日 学部就職指導委員 会

｜地域共同研究センターl
3 月 3 日 技術相談 （於； 新湊 市）

1 1 日 企業見学 （ （株） タ カ ギセイ コ ー）

12 日 運営委員 会 （持 ち 回 り）

1 4 日 企業見学 （ （株）S MK) 

1 9 日 運営委員 会 （持 ち 回 り）

- 18 -
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｜生醐教醐1!/$7-1
3 月17 日

第459号

～31 日 平成15 年度前学期 オ ー プ ン ・ ク ラ ス 受講 希望

調書 受 付

2 9 日 大 学 開 放研究会

同制理センター｜
3 月 4 日 講 演会

題目；2 0 0 6年 か ら の 大 学 に お け る 一般 情

報処理教育 を如 何 に 変 え る べ き か

講 師； 川 合慧 東 京大学教授

2 4 日 総 合情報基盤 セ ン タ ー 設置準備 に 係 る 運営委

員 会

｜岡町センター｜
3 月1 8 日 極 東地域研究セ ミ ナ ー



平成15年4月

学 募 集

ミ』

-ずL 報

司』
平成15 年度富山大学入学者選抜 試験実施 状況 総括 表

志 願 者 数 受 験 者 数 合格者数（人） 入学者

第459号

学 科 （課 程） 等 人 員 うち追加 入 学 者 内 訳

部

人 人 文 学 科

文 国 際 文 化 学 科

学 百 語 文 化 学 科

部 計

学校教 学 校 教 育 系

育教員 障 害 児 教 育 系

教 養成課 言 語 ・ 社 会 系

程 自 然 ・ 生 活 系

育 芸 術 ・ 体 育 系

生涯教 発 達 臨 床 専 攻

学 育課程生 涯スポーツ専 攻

人 間 環 境 専 攻

部 情報教 教育情 報システム専攻

育課程 マルチメディア芸術専攻

計

経 済 学 科

経 昼間主 経 営 学 科

コース 経 営 法 学 科

済 計

経 済 学 科

学 夜間主 経 営 学 手ヰ
コース 経 営 法 学 科

部 計

計

数 学 科

理 物 理 学 科

イヒ 学 科

学 生 物 学 科

地 球 科 学 科

部 生 物 圏 環 境 科 学 科

計
電気電子シスァム工学科

工 知 能 情 報 工 学 科

学 機械知能シスァム工学科

部 物質生命システム工学科

計
£ロλ 計

（参考）平成14年度
血目 減

a （人） b （人） (b/a倍） c （人） (c/a倍）

60 289 (4. 8) 221 (3‘7) 70 
50 306 (6. 1) 245 (4. 9) 60 
75 369 (4. 9) 273 (3. 6) 89 

185 964 (5. 2) 739 (4. O) 219 
23 85 (3. 7) 59 (2. 6) 25 

7 48 (6. 9) 37 (5. 3) 7 
25 163 (6. 5) 125 (5. 0) 27 
25 118 (4. 7) 77 (3. 1) 28 
20 180 (9. O) 148 (7. 4) 24 
10 47 (4. 7) 40 (4. 0) 13 
10 126 (12. 6) 90 (9. 0) 10 
20 94 (4. 7) 58 (2. 9) 22 
20 82 (4. 1) 63 (3. 2) 20 
10 43 (4. 3) 33 (3. 3) 12 

170 986 (5. 8) 730 (4. 3) 188 
135 506 (3. 7) 331 (2. 5) 166 
115 461 (4. 0) 317 (2. 8) 140 

95 538 (5. 7) 388 (4. 1) 119 
345 I, 505 (4. 4) 1, 036 (3. 0) 425 

20 97 (4. 9) 72 (3. 6) 37 
20 133 (6. 7) 88 (4. 4) 39 
20 170 (8. 5) 125 (6. 3) 41 
60 400 (6. 7) 285 (4. 8) 117 

405 1, 905 (4. 7) 1, 321 (3. 3) 542 
50 234 (4. 7) 223 (4. 5) 61 
40 131 (3. 3) 97 (2. 4) 53 
35 151 (4. 3) 112 (3. 2) 46 
35 160 (4. 6) 127 (3. 6) 42 
40 121 (3. O) 120 (3. O) 49 
30 138 (4. 6) 92 (3. 1) 35 

230 935 (4. 1) 771 (3. 4) 286 
88 220 (2. 5) 213 (2. 4) 111 
78 222 (2. 8) 214 (2. 7) 94 
88 356 (4. 0) 350 (4. 0) 113 

151 870 (5. 8) 622 (4. 1) 182 
405 1. 668 (4. 1) 1, 399 (3. 5) 500 

1. 395 6, 458 (4. 6) 4, 960 (3. 6) 1. 735 

1, 395 I 6, 116 I <4. 8) I 5. 229 I <3.わI 1, 734 
。I -258 I I 269 

合格者数 （人） 男子l 女子 県内 l 県外 現役 l 既卒等

64 36 : 28 IO : 54 51 : 13 
53 18 I 35 14 I 39 42 I II 

2 76 12 : 64 26 : 50 68 : 8 
2 193 66 I 127 50 I 143 161 I 32 

24 5' 19 18 : 6 21 : 3 
7 6 31 4 6 I 

2 25 12 : 13 IO : 15 17 : 8 
3 25 12 I 13 61 19 18 I 7 
I 23 IO : 13 9: 14 21 : 2 

11 21 9 51 6 II I 。
10 5 I 5 4' 自 IO : 。
21 31 18 71 14 17 I 4 
20 IO : 10 12 : 8 18 : 2 
11 41 7 5 I 6 91 2 

8 177 64 : 113 79 : 98 148 : 29 
141 100 I 41 37 I 104 113 I 28 
123 60 : 63 49 : 74 107 : 16 
101 50 I 51 34 I 67 86 I 15 

。 365 210: 155 120 : 245 306 : 59 
23 17 I 6 16 I 7 17 I 日
27 17 : 10 17 : 10 19 : 8 
25 14 I 11 12 I 13 19 I 6 
75 48 : 27 45 : 30 55 : 20 

。 440 258 I 182 165 I 275 361 I 79 
5 55 47 : 8 IO : 45 42 : 13 
2 48 46 I 2 5 I 43 39 I 9 

43 29 : 14 9 I 34 33 : IO 
37 18 I 19 10 I 27 23 I 14 

4 40 32 : 8 2' 38 29 : 11 
33 16 I 17 81 25 27 I 6 

13 256 188 : 68 44 : 212 193 : 63 
97 93 I 4 36 I 61 84 I 13 
82 77 : 5 29 : 53 72: 10 
94 91 I 3 28 I 66 82 I 12 

169 134 : 35 38 : 131 134 : 35 
442 395 I 47 131 I 311 372 I 70 

24 1, 508 971 : 537 469 : 1, 039 1, 235 : 273 

23 I 1, 485 I 908 ! 577 I 481 ! 1. 004 I 1. 231 ! 254 
23 I 63 : -40 I ー12: 35 1 4: 19 

（注） 上記の数は， 推薦 入学，帰 国子女 ・ 社会人 特別 選抜 ， 専門 高校卒 業生選抜 の数 を含み， 外国人留 学生の数は含 ま な い。
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平成1 5年3 月 卒業者数

＠学 部

入 学 年 度
学 部 学 科 （課 程） 計

13 1 2  11 10 9 8 7 6 

人 文 学 科 4 73 2 2 81 

国 際 文 化 学 科 2 51 (3 ) 4 5 8  (3 ) 
人 文学部

言 語 文 化 学 科 3 53 6 6 2  

計 9 177 (3 ) 1 2  3 201 (3 ) 

学 校 教育 教 員 養 成 課 程 100 3 3 106 

生 涯 教 育 課 程 3 2 3 2  
教育学部

28 (1 ) 情 報 教 育 課 程 28 (1 ) 

計 160 (1 ) 3 3 166 (1 ) 

昼間 経 済 学 科 3 1 24 17 7 151 

主 コ 経 営 学 科 4 1 15 (7 ) 8 (1 ) 1 28 (8) 

ース 経 営 法 学 科 2 88 (1 ) 7 99 (1 ) 

計 9 3 27 (8) 3 2  (1 ) 9 37 8 (9) 

経済学部 夜間 経 済 学 科 2 17 21 

主 コ 経 営 学 科 1 8  1 9  

ース 経 営 法 学 科 2 11 1 4  

計 5 46 2 5 4  

計 1 4  373 (8) 3 4  (1 ) 9 43 2 (9) 

数 学 科 33 3 36 

物 理 � 科 28 5 33 

化 学 科 3 3 2  2 37 

理 学 部 生 物 ヴ，，，，.ー 科 3 29 2 35 

地 球 科 学 科 33 2 37 

生 物 圏 環 境 科 学 科 24 3 28 

計 7 17 9 16 3 206 

電気電子 シ ス テ ム 工学科 7 43 15 3 6 8  

知 能 情 報 工 学 科 10 6 9  7 88 

機械知能 シス テム工学科 7 (1 ) 76 (1 ) 1 4  (1 ) 2 99 (3 ) 

工 学 部 物質生命 シ ス テ ム工学科 10 (1 ) 10 8 21 6 1 45 (1 ) 

電 子 情 報 工 学 科 2 2 

機 械 シ ス テ ム 工 学 科 3 

計 3 4  (2) 296 (1 ) 57 (1 ) 1 2  3 405 (4) 

i口>. 計 6 4  (2) 2 11 85 (13 ) 1 22 (2) 30 3 3 1 410 (17 )  

（注） 1 .  ( ） 内は， 外国人留 学生で内数
2 . 入学年度 の平成13 , 1 2年度入学の卒 業者は， 3 年次編入学者
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平成1 5年3 月 修了者数

。大学院

研 究 科 専 攻
入 学 年 度

計
13 12 1 1  9 

文 化 構 造 研 究 専 攻 11 (2 ) 13 (2 ) 

人 文 科 学 研 究 科 地 域 文 化 研 究 専 攻 2 4 

計 13 (2 ) 2 2 17 (2 ) 

学 校 教 育 専 攻 5 5 

教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻 27 2 8  

計 32 33 

地 域 ・ 経 済 政 策 専 攻 7 (6 ) 1 ( 1 )  8 (7 〕

経 済 学 研 究 科 ノ:u:.:、 業 経 営 専 攻 12 (10 )  2 1 4  (10 )  

計 1 9  (16 )  3 ( 1 )  22 (17 )  

数 学 専 攻 9 9 

物 理 学 専 攻 17 17 

イじ 学 専 攻 17 (1 )  17 (1)  

生 物 学 専 攻 9 9 

前 地 球 科 学 専 攻 1 1  1 1  

生 物 圏 環 境 科 学 専 攻 7 (2 ) 7 (2 ) 

計 70 (3 ) 70 (3 ) 

電気電子 シ ス テ ム工 学 専 攻 2 9  (2 ) 2 9  (2 ) 

知 能 情 報 工 学 専 攻 23 (5 ) 23 (5 ) 

機械 知 能 シ ス テ ム 工 学 専 攻 37 (1 )  37 ( 1 )  

理 工 学 研 究 科
物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学 専 攻 56 (2 ) 56 (2 ) 

期
電 子 情 報 工 学 専 攻 2 2 

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻

計 1 45 (10 ) 3 1 48 ( 10 )  

計 2 15 (13 )  3 2 18 ( 13 )  

シ ス テ ム 科 学 専 攻 1 (1 ) 2 (2 ) 3 (3 ) 

後 物 質 科 学 専 攻 2 (1)  2 ( 1 )  

エ ネ ル ギ ー 科 学 専 攻 2 2 

期 生 命 環 境 科 学 専 攻 3 (1)  2 5 ( 1 )  

計 1 (1 ) 9 (4) 2 12 (5 ) 

計 2 16 (1 4) 12 (4) 2 230 ( 18) 

工 学 研 究 科
後期 シ ス テ ム 生 産 工 学 専 攻

計
i口〉、 計 2 80 (32 )  17 (5 ) 5 303 (37 )  

（注） 1 .  ( ） 内は， 外国人留 学生で内数
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平成14年度大学院研究科修了者一覧
【人文科学研究科 （修士課程） 】

専 攻 氏 名 論 文 題 目

文 化 構 造 研 究 井 出 靖 夫
古代東北地方北部 に お け る 父流 と 地域差
一 生産 ・ 集落遺跡の分析 を 中心 と し て

内 山 高知子 カ ン ト の 空間論

甲 斐 英 高
根岸競馬場の形成 と 借地料
一 借地料減額交渉外務省史料 を 中心 と し て ー

1手 田 徹
考古学 に お け る 地 中 レーダ探査
ー そ の応用 と 土壌の比誘電率測定 に よ る 解析 一

田 村 愛 火
富山県港湾地域 に お け る 日 本人 と ロ シ ア 人 の棺互認識 と 「共存」
一 短期滞在型外国人 と の 「共存」 に 向 けた新た な視点か ら 一

八 田 菜美子
沖縄 に お け る道教的信仰

道教受容の歴史 と 久米至聖廟 を 中心 と し た現在の信伸 に つ いて

藤 田 富士夫 玖状耳飾の研究

藤 村 裕 子
ク リ ン ト ン政権の 医療制度改革
一 国民皆医療保険制度導入の試み

松 漂 博 紀 1920年代初頭の植民地期朝鮮 に お け る 初等教育の 実態

宮 川 俊 輔 カ ン ト に お け る 善意志 と 徳

山 口 欧 志
南関東弥生社会の空間構造 と そ の特質
- GIS に よ る 考古空間の解析 と解釈

規 名 媛
中 国 ・ 日 本 に お け る イ プセ ン現象の対比（1910年代）
－ 胡適 ・ 森鴎外のイ プセ ン紹介 を 中 心 に し て 一

高 連 云 中 日 農村女性の役割変化 に関する 比較研究

地 域 文 化 研 究 寺 崎 央 子 中 世 に お け る 「童J 観

中 山 真理子
Reconsideration of Dangling Mαn : 
Focus on New York Intellectuals’Ideas From 1930’s to 1940’s 

馬 瀬 茂 ネ ヴィ ル ・ チ ェ ンパ レ ンの宥和政策 と 第二次世界大戦

丸 本 真 史
七， 八世紀， 中 央 ア ジ ア に お け る傭兵
一 シ ャ ーキ リ ーヤ （柘潟）

［教育学研究科 （修士課程） 】

専 攻 専 修 氏 名 論 文 題 目

学校教育 学 校 教 育 内 山 真 之 学校教育 に お け る体験学習 に関する研究

黒 川 雅 代 総合的な学習の時間に対す る 教師の考え方が子 ど も に及ぼす影響

長 木 貴 嗣 「学校 と 地域社会 と の連携に つ いての研究」 コ ミ ュ ニテ ィ ス ク ールの視点か ら 一

松 田 由 美 小学校 に お け る 校内交流教育 に関する研究

安 井 慶 祐 無気力感 を伴う 不登校生徒の一指導事例 に つ い て

教科教育 国 語 教 育 恒 田 幸 子 国語科 に お け る 「 自 ら 学ぶ力J を つ け る 指導 の あ り 方

牧 野 晃 「伝え合 う 力J を は ぐ く む指導の研究

山 崎 太 志 情報化社会 に お け る 高等学校国語科教育 の あ り 方
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大 友 周 平 電子計算機使用 者の語集

社会科教育 太 田 ち は る 小学校社会科 に お け る 人権学習 の あ り 方 に 関する研究

数 学 教 育 高 信 智加子 中学校数学教育 に お け る Web 教材の活用

中 井 友紀子 授業場面 に お け る 数学的な考え方の指導 に関する一考察

吉 森 昌 美 文字利用 の意義 に 関す る 生徒の理解

音 楽 教 育 神 田 聖 子 F. プー ラ ン ク 室内楽曲 を解析す る 一 調性 を 定量する試み一

野 上 治 子 こ れか ら の 音楽科教育 と電子 メ デ、 ィ ア の活用

宮 下 芳 明 分散和音の形態 と そ の効果

村 田 千 春 「小学校音楽科教育 に お け る 雅楽の導入 に つ いて の提言J

美 術 教 育 沼 田 友 恵 絵画 に お け る 3 件モ テ ィ ー フ 設定の意味 と 美的効果 に つ い て

松 崎 洋 子 ア レ ク サ ンダー ・ カ ルダーの研究 一 空間 と 構造の視点か ら 一

森 下 麻梨絵 人物画 に お け る ＜弧＞ に関わる 諸問題

保 健 体 育 奥 村 慎
最大酸素摂取量 と ラ ンニ ングの経済性か ら 見た 1 5 0 0 mの記録向上への影響に
関する研究

尾 崎 斉 7 分間 の 自 転車駆動 にみ ら れ る ク レ ペ リ ン精神作業成績に及ぼす影響

j河 合 洋 昇 競歩 に み ら れる 規則変遷 と 競技成績に関する研究

林 文 男 高齢者 に お け る 下肢筋力 ト レー ニ ン グ， ウ ォ ー キ ン グの効果 に関する研究

技 術 教 育 森 田 和 延 野外での学習 を支援す る情報 メ デ、 ィ ア環境に関する研究

家 政 教 育 長 越 美根子 消 費者 の立場か ら 考え る メ ディ ア リ テ ラ シー教育に関す る研究

松 崎 里 美 生活 リ ズム の乱れが覚醒時の 生活行動や心身状態 に及ぼす影響

森 川 真 路 住空間の快適性 に関す る研究

英 語 教 育 清 水 義 彦
Effective Use of TV Conference System to Enhance Students' Positive Attitude 
toward Oral Communication. 

中 橋 尚 美 A Study on the English Present Perteet and Its Effective Instruction 

本本 要 昭 A Study of Blake’s Symbols and Visions in ’Songs of Innocence and Experience' 

牧 野 美知子 Developing Reading Ability as Part of Communicative Competence 

宮 本 友 紀
Discourse Structure in Foreign Language Classrooms : A Study of Classroom 
Interactions with Special Focus on Teachers ' Feedback 
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【経済学研究科 （修士課程） ］

専 攻 氏 名 論 文 題 目

地 域 ・ 経 済 政 策 王 軍 中国固有企業の 民営化への改革

田 中 伸 介 最適間接税理論 に つ いて の一考察

干 殿 文 中 国 に お け る ビール産業の発展 と 立地一青島 ビールを事例 と し てー

夏 広 譜
日 本 と 中 国 に お け る 環境会計の導入 に つ いて
～そ の現状 と事例に関する分析 と 提言～

金 堅 図柄江地域開発 に よ る 生態環境の影響及び保護対策 （中 国側）

孫 甲 軍
中 国の為替制度の改革 に つ い て
ー タ ーゲ ッ ト ・ ゾー ン方式導入の可能性一

張 永 新
中 国 四川省成都市 に お け る 大気汚染
一 成都市住民の呼吸器の健康状態の 調査 一

李 海 蘭
中 国都市廃棄物 に つ い て
～ 中 国国情に合わせ， 日 本の経験を学ぶ～

_ii 業 経 営 江 尻 宏 樹 日 本型経営の理念 と 論理 一 「企業本位主義J の 多角 的検討

布 目 大 剛
中 小企業の環境管理 シス ァム
～その導入の可能性～

中 山 宏 雇用 ・ 就労形態の多様化 と 「労働者」 概念

宮 重 徹 也
大型合併の有効性 に関する一考察
一 医薬品産業 を 中 心 と し た実証研究 一

李 寿 貞 韓国にお け る コ ーポ レー ト ・ ガバナ ンス 改革

金 在 国 マ ー ケ テ ィ ング技術の国際移転 に 関す る 一考察

玄 明 哲 携帯電話サー ビス事業に お け る 日 中 の 比較

段 暁 妨
中 国 の 改革開放の ゆ く え
一 国有企業改革 に関する転換 を 中心 と して

張 軒 在中 日 系企業 に お け る コ ミ ュ ニケー シ ョ ン ・ ギ ャ ッ プ問題 と 解決策

陶 佳 有価証券の会計に関する研究

NOORH I ZAN B I N  
マ レー シア にお け る 人的資源戦略の史的変化

ZAINOL 

溶 世 m 中 国 に お け る 日 本企業の経営実態

HONG Y I H  Y I NG 
日 本 に お け る ベ ンチ ャ ー企業経営の実証的考察
～マ レ ー シ ア の M s C ス テー タ ス 企業 と の比較研究～

蜜リ 洋 WT O加盟に よ る 中 国サー ビス 産業への影響

【理工学研究科 （博士前期課程） ］

専 攻 氏 名 一面冊 文 題 目

数 Aずヱ4ー 池 上 洋 平 擬 リ ーマ ン多様体の幾何学

金 子 俊 介 Section の定理 に つ いて

河 合 邦 治 双幽型方程式に対する 振動理論

小 松 佑希子 荷重マルチ ンゲール不等式
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谷 道 信二郎 Divisor と Krull 環の研究

長谷川 淳 4 階楕 円 型方程式 に対する Sturm 型比較理論

洪 川 健 次 有理関数の反復合成

山 崎 岡lj A CERTAIN CHANGE OF K A HLER METRICS 

山 城 優美子 2 階楕 円 型方程式に対する Sturm 型比較理論

物 理 A寸ヱ4ー 池 生 剛 金属間化合物 Nd (NixPd1 -x) Ga の 置換 に よ る 磁性状態の変化の研究

岩 崎 明 強磁性 を示す CeNi 系等の熱電能特性の研究

小 形 和 己 ギ酸メ チル分子のマイ ク ロ 波 ス ペ ク ト ルの解析

柏 木 正 詞 ジ ョ セ フ ソ ン結合 と 量子 ビ ッ ト

加 藤 隆 充 分子の光誘起 ド リ フ ト の測定法 の 開発

加 藤 大 輔 RCoin 5 (R ： 重希土類元素） の単結晶作成 と 結晶磁気異方性の研究

金 子 昌 憲 サイ ド バ ン ド レ ーザー に よ る メ タ ノ ール分子の赤外分光学

木 内 太 一 ビ ス マス ク ラ ス タ ー の金属 一 半導体転移

喜 内 裕 治 マイ ク ロ 波分光 に よ る エチル メ チルエーテル分子の研究

小 谷 一 哉 メ タ ノ ール分子 （CH2 '80H） の マ イ ク ロ 波分光

佐 藤 数 馬 メ タ ノ ール同位体分子 （CH 2 180H） の マ イ ク ロ 波分光

高 田 由 美 宇宙定数問題

土 屋 智 史
多重極端条件 （極低温 と 強磁場 ・ 局圧） 下 の 比熱測定装置の製作 と Ce 化合物の 熱
物性

出 作 雅 幸
低速育成 CZ-Si 結 晶 中 の grown-in 欠陥へ の ボ ロ ン ド ー プ効果 と リ ン ド ー プ効果の
比較

戸 松 宣 博 分子の振動励起状態の遠赤外分光

中 沼 裕 司 価数転移 を示す Eu 及び Yb 化合物の希釈効果及び圧力効果

柳 津 健太郎 く り こ み群か ら みた宇宙

化 学 赤 池 龍 ジ アセ チ レ ン架橋 ビチオ フ ェ ンオ リ ゴマー誘導体の合成 と 性質

井 上 佐知男 電気化学的ス ーパーキ ャ パ シタ の 開発

川 野 滋 久 Pd-Rh 合金 に よ る 水素同位体 の 吸収 ・ 放出 の熱力学

清 瀬 八 重
Pd ( II ） 触媒を用 い た立体選択的な 2 ' 3 －ニ置換ピペ リ ジ ン環の構築 と 抗マ ラ リ ア
活性を 示す天然物 （ + )  -febrifugine の 合成研究

小 沼 敦 嗣 無水マ レ イ ン酸製造 V-P-0 触媒の活性発現機構 に関する研究

小 林 昌 秀
光学活性 2 － イ ソ プ ロ ペニ ル － 2 3 ー ジ ヒ ド ロ ベ ンゾフ ラ ン類の合成 と 絶対配置
の決定

佐々 木 和 重 シ ク ロ ブテ ン誘導体の連続ペ リ 環状反応 の 開 発 と 応用

- 25-



平成15年 4 月 学 報 第459号

高 木 志 乃
ヘ ミ ア セ タ ー ル 中 間 体 を 経 由 す る 立体選択的ヘ ァ ロ 環化反応 を 用 い た D-ribose の
全合成 と オ リ ゴ糖の合成研究

高 嶋 真 由美 ホヤのパナ ジ ウ ム還元機構 につ いての化学的研究

高 森 美 幸 タ ングス テ ン と ア モルフ ァ ス 炭素膜の 固相反応

中 島 浩 喜 ポル フ ィ リ ン と チオ フ ェ ン を 融合 し た置換誘導体の合成 と 性質

中 舘 知 子 〔 5 〕 サーキュ レ ン メ ト キ シ誘導体の合成研究

能 登 祥 平 非平面型サーキ ュ レ ンの簡易合成 と 性質

能 村 衛 ニオブ中の水素透過 に及ぼす表面偏析酸素の影響

畑 香 織 種々 のペルオキ ソ パナ ジ ウ ム （V） 錯体の合成 と 性質

松 島 大 輔 二価のパ ラ ジ ウ ム触媒 を用 いたケ ト ン の α 位への選択的モ ノ ア リ ル化反応の開発

何 景 江 周波数応答法 に よ る ミ ク ロ 細孔中 の混合ガス の 吸蔵挙動

生 物 必7と4－ 植 竹 裕 三 塩分ス ト レ ス に よ る カ ス パ リ 一線の発達制御 に関す る研究

木 谷 雅 和 ゴ マ に お け る ビ タ ミ ン E 生合成酵素 （ ァ －TMT） 遺伝子の単離 と発現に関する研究

沢之向 隆 日 本産タ ツナ ミ ソ ウ属の染色体数 と 形態

関 原 康 子 ネ ナ シ カ ズ ラ 寄生根の分裂組織形成 に関わる 遺伝子の研究

千 村 貴 子 練皮動物の異種間交雑 に関する研究

演 谷 聡 志 ゴマの花形成の調節機構 に関する研究

細 田 佳 雄 ハ ム ス タ ー腺性下垂体の発生及び生後発達に関す る研究

松 原 未央子 赫皮動物 に お け る 分子系統学的研究およ び骨片形成機構 に関する 分子発生学的研究

丸 山 泉 ア リ 類 に お け る 放浪種 と 非放浪種の比較生態学

地 球 科 学 有 賀 啓 満 大循環モデル を 用 い たエルニーニ ョ 南方振動の位相反転 に 関する研究

稲 葉 洋 之 北陸地方で発現す る 持続性 フ ェ ー ン の 実態 と GPS 気象学の応用

薄 井 たか し 中谷ダイ ヤ グ ラ ム の再検討

北 村 和 夫 群馬県榛名 山起源の 降下軽石の古地磁気研究

金 城 聡 GPS デー タ の再検討

高江洲 盛 史 沖縄 ト ラ フ に お け る 海底熱水活動域の地形 ・ 地質 と テ ク ト ニ ク ス

手 塚 耕一郎 立 山 山岳地 に お け る 表面融雪過程の研究

本 間 佐和子 九州西方マ ン ト ル上昇流 と 短周期地磁気時間変化異常

箕 浦 大 介 モ ン ス ー ン循環の レ ジーム選移に関する 比較研究

矢 作 日 第四紀堆積物の古地磁気研究 ー カ ト マ ンズ盆地の コ ア試料一
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四方田 慎 介 先史ア ンデス 文明考古学的試料への地球科学の応用 一 鉱物科学か ら の貢献一

生 物 園 環 境 科 学 中 山 将 人 農薬類の固相抽出挙動 と 計測法 に関する研究

八 田 真理子 溶存酸素 と希土類元素か ら み る 日 本海の水塊構造 と そ の変動

柳 川 朋 美
立 山 室堂平 に お け る 雪 田植物群落の種多様性 に影響を及ぼす媛性低木チ ン グルマ
（バ ラ 科） の 生育習性

山 口 力 菌従属栄養植物ギ ン リ ョ ウ ソ ウ （イ チ ヤ ク ソ ウ科） の繁殖生態

山 城 富美子 高 山植物チ ングルマ （パ ラ 科） に お け る 種子発芽特性 と 遺伝的構造の個体群変異

ER I N I  YUWAT I N I  
フ タ ル酸 ジ 2 エチルヘキ シルの HPLC 計測法 と 水環境 に お け る 動態 に 関す る 研
究

呉 佳 紅 塩素同位体比測定法の確立 と 環境水中 の o "Cl 分布

電気電子 シス テム工学 阿 蘇 賢一郎 電子透か し に お け る 画質劣化の解析

池 野 茂 之
反発磁気浮上を用 い た ポ リ ゴ ン ス キ ャ ナ モ ー タ の構造 と 高速安定回転化 に関する研
究

糸 氏 和 博 NiTi 形状記憶合金薄膜の作製

大 野 洋 放射状マイ ク ロ ド メ イ ン形成に よ る ネ マチ ッ ク 液晶表示方式

小 沢 文 彦 単相 一 三相変換装置の電圧利用 率改善に関する研究

数 井 健 一 仮想現実空間 に お け る サル海馬体ニ ュ ー ロ ン の応答性

加 藤 晴 輝 少数の観測電界デー タ か ら の雷雲電荷分布推定

川 合 美 充 サブミ ク ロ ン溝形成 に よ る プ レチル ト 制御 と 表示特性の検討

川 辺 了 介 ロ ッ シ ェ ル塩ーア ン モ ニ ウ ム ロ ッ シ ェ ル塩混晶 の相転移

櫛 田 明 画質差を伴っ たス テ レオ静止画像の客観的評価

酒 井 友 基 帯電雨観測 シ ス テ ム の 開 発

白 井 康 義 wo 3 ス バ ッ タ 薄膜 を 用 い た N02ガス セ ンサー の作製

竹 本 康 弘 強誘電相転移の一軸性圧力効果

谷 口 勝 也 フ ラ イ バ ッ ク 型ス イ ッ チ ング電源回路の ソ フ ト ス イ ッ チ ング化に関する研究

辻 俊 江 空間構造制御 に よ る 白 色発光有機 EL 素子に関す る研究

藤 本 直 樹 Si(OOl）基板上へ の A!Sb バ ッ フ ァ 一層 を介 し た InSb 薄膜のヘテ ロ エピ タ キ シ ャ ル成

古 川 雄 三 Si(001)-In(4x3）及び Ge(OOl) In(nx4）表面 上 に お け る Sb の 吸着過程 に関する研究

細 川 道 広 3 D Dynamics of Relativistic Flows in Force Free Collision less Pair Plasmas 

本 田 武 夫 プ ラ ズマ フ ォ ー カ ス に お け る 粒子線及びX 線放射特性

前 回 智 和
PAM 制御 を併用 し た 局 周 波成分低減形単相 PWM マルチ レ ベルイ ン バ ー タ に 関す
る研究

牧 野 弘 康 双方向ス イ ッ チ を用 いた新 し いマルチ レベルイ ンバー タ に 関する研究
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増 田 考 将 Plasma Jet Formation by Collision of Magnetic Flux Tubes 

松 島 功 治 携帯型表面プ ラ ズモ ン共鳴セ ンサシス テム の開発 と そ の応用

三 井 千 尋 両極性パルス加速器の開発

宮 田 高 道 動画像品質の客観的な連続評価法

山 田 泰 英 ラ ッ ト 弓状核腹内側部及び、背側縫線核ニ ュ ー ロ ン活動に対する Ghrelin の作用

若 林 浩 史 重水素置換 し た 亜 リ ン酸グ リ シ ン の強誘電特性

J IGME S I NGYE Lightning Simulation Using FDTD Method 

SUN L ING 集中 キ ャ パ シ タ に よ る 分布定数 ラ ッ ト レース の小型化 に 関する研究

知 能 情 報 工 学 池 田 征 史 自 己学習可能な ULR フ ァ ジ ィ コ ン ト ロ ー ラ に閲する研究

石 野 洋 一 SOVA と Max-Log-MAP の 関係 に つ い て の研究

太 田 徹 児 カ ラ ー画像デー タ ベース の作成並びに解析 に関する研究

黒 田 大 輔 モー シ ョ ン キ ャ プチ ャ 装置 を 用 い た舞踊評価 シ ス テ ム の作成に関する基礎的研究

小 林 明 英 道路案内標識の検出並びに理解に関する研究

後 藤 寛 和
Recombination Effect in the Collision of Two Magnetic Flux Tubes and the Heating 
of Coronal Loop Footpoints. 

進 藤 武 史 変形フ ァ ク タ ー グ ラ フ 上での sum product ア ルゴ リ ズム に関す る研究

平 明 徳 超音波洗浄槽の結合振動モー ド の解析 駆動部分の影響 に つ い て ー

高 村 寛 樹 マ ス ク パ タ ー ン の熱変形に関する 有限要素法解析 一 熱源分布の影響 に つ い て ー

竹 島 健 太 極微小視角 に お け る 色覚特性 に 関する研究 一 周辺視（垂直方向） に お け る 色覚特性 一

津 田 邦 史 Watson-Crick 有限オー ト マ ト ン の 計算能力 に関する研究

釣 慎 輔 LED 道路情報板 に お け る 最適表示色数及びそ の色度領域 に関する研究

寺 島 洋 行
Evaluation of source waveform recovery using power envelope inverse 五ltering in sub-
band processing. 

林 弘 貴 挿入削除シス テムの計算能力 に 関す る研究

樋 口 大 輔 日 本語 に よ る 質 問応答処理 シ ス テ ム の研究

松 井 敦 之 顔平面 に よ る 顔表情の解析に関する研究

毛 利 昌 弘 PA L を 用 い た ス テ レオ全方位画像に よ る 距離測定 に 関する研究

若 田 航 太 車載表示器が 自 動車運転 に及ぼす影響に関する研究

王 世 峰 CG 画像を用 い た都市景観照 明 に お け る 演色効果に関す る研究

本土 字 峰 変形文字の認識手法の開発に関する研究

唐 小 南 打鍵時間 に基づ く 個人認証 シス テム に関する研究
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楊 海 両眼融像に よ っ て知覚 さ れる 図形 に よ る 主観的輪郭

李 勇 正の 自 己 フ ィ ー ド パ ッ ク を持つホ ッ プフ ィ ール ド ネ ッ ト ワ ー ク とその TSP への応用

機械知能シス テム工学 青 木 裕 樹 フ ィ ン付伝熱管群の熱流動特性 に 及ぼす フ ィ ン周 り 流れの影響

浅 瀬 浩 之 管内流に直交す る 片持ち 円柱の流力弾性振動 （抑制板か ら の距離 に よ る 影響）

池 崎 智 幸 双回転型丸鋸切断機の試作 と 切断特性 に関す る研究

石 坂 直 樹 ポー ト ホールダイ ス に よ る AZ31B マ グ ネ シ ウ ム 合金中 空押出 し 材の成形

和 泉 省 二
AZ31B マ グ ネ シ ウ ム 合金平板 の 熱間押出 し 加工性 に 及ぼす型形状 と ベ ア リ ン グ面
性状の影響

岩 瀬 剛 微小径穴の仕上げ加工

上 田 修 一 電子 ビーム溶融法で表面改質 し た アル ミ ニ ウ ム合金の機械的特性評価 に関する研究

大 林 環 金属材料の 2 次元切削 に お け る 切 り く ず生成機構 と 加工面性状 に関する研究

小 原 卓 AZ31B マグネ シ ウ ム 合金切削チ ッ プの リ サイ ク ル熱間押出 し

金 森 敬 宗 粘弾性 に 関す る 分子動力学的研究

J l l  口 和 也 空気圧式掌握義手の試作

河 原 智 行 ソ リ ッ ド 押出 し 形材の流速分布 に 及ぼす押出 し 因子 と ダイ ス 形状の影響

神 戸 篤 史 高温加工 と カ ル シ ウ ム 添加 に よ る YBa2Cu 301-x 焼結体の超伝導特性の改善

北 見 知 士 SWAP-SPS 法で作製 し た ア ル ミ ニ ウ ム 一高 け い 素粉末合金の高速超塑性 と 耐摩耗性

斎 藤 彰 一 観測系移動 に よ る物体形状測定

佐 武 晃 銅合金の被削性に 与 え る 添加元素の効果 に 関する研究

鈴 木 聖 礼 フ ラ ッ シ ング に よ り 微粒化さ れた過熱水噴流 の噴霧特性に関す る研究

隈 雅 和
ト ポ グ ラ フ ィ 破面解析 に よ る Ti 合金及び Al 合金の 内部き裂発生 ・ 進展挙動 に関す
る研究

中 田 高 行 ス ペ ッ ク ル干渉 を 用 い た微小振動の 実時間測定

中 西 章 仁 古典力学系 の数値計算の簡易誤差評価

野 俣 新一郎 腐食疲労低応力域の疲労寿命を 決定す る 腐食 ピ ッ ト の発生 と 成長特性

萩 原 衛 繰返 し ね じ り 条件下での 改良9Cr l Mo 鋼 の き 裂伝ぱ挙動 に 及ぼす負荷ひずみ波形
の影響

花 田 竜 一 SCM435鋼の超長寿命域の疲労強度特性 に関する研究

浜 中 貴 信 転が り すべ り 接触に よ る 半無限体中 の介在物 ま たは空孔周 り の応力集中

氷 室 直 樹 小径穴 ド リ リ ン グ シ ス テ ム の 開 発

福 井 淳 鋼球の衝突 を 受 け る CFRP 積層板の温度分布 を考慮 し た 熱粘弾性解析

藤 川 幸一郎 潜熱回収型熱交換器 に お け る 性能向上
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藤 橋 勝 樹 ロ バス ト 制御 を 用 い た衝撃塑性加工

舟 橋 公 祐 等高歯ア ンギ ュ ラ ・ ハ イ ポイ ド ギ ヤ に 関する研究

牧 嶋 真 也 奇数気筒 V R 形機関に関す る研究

丸 山 泰 宏
SNCM439 鋼の超長寿命域の疲労強度特性 に及ぼす焼戻 し 温度お よ び、表面改質 の影
響 に 関する研究

森 井 祐 一 三次元破面解析 に よ る 高強度鋼の 内部疲労き 裂発生 ・ 進展機構に関する研究

盛 下 光 寛 鉛直管内流 中 を 上昇す る球形粒子の流動特性 （管接合部の偏心量 に よ る 影響）

米 津 慎 悟 焼結 Al-Si 系合金の被削性 に関する研究

渡 辺 泰 亮 WC-Co 溶射に よ る SNCM439鋼の フ レ ッ テ ィ ン グ疲労特性の 改善

手口 田 英 敬 搭乗者姿勢 に対する 安定化補償形油圧駆動 4 足歩行 ロ ボ ッ ト の研究

呉 友 誼 表面処理アル ミ ニ ウ ム合金 A6151-T6の疲労強度特性 と き裂進展挙動 に関する研究

物質生命 システム工学 浅 井 伸 介
非環状及び環状ス ル フ ィ ミ ド と Selectfluor™ と の反応 に よ る フ ル オ ロ 入 6 ス ル フ ァ
ンニ ト リ ル類の新規合成法 と そ の反応性

荒 井 剛 史 Pseudo manαs put idα を 用 い た排水内 シ ッ ク ハ ウ ス 原 因物質の 生分解

荒 川 岳 大 酸化物高温超伝導体の元素置換 に よ る 超伝導特性

淡 路 佳 孝 低熱膨張性超耐熱合金 に 生成する E 相 の熱処理 と 構造

磯 遺 紀 之 MnsSi,Cx化合物の伝導 と磁J｜生

井 出 雅 也 細胞性粘菌 RecA ホ モ ロ グの解析

伊 藤 智 則 二酸化チ タ ン微粒子を用 い る 可塑剤の光触媒分解 と 二酸化チタ ン の連続分離

稲 場 誠 薄層空間 中 に お け る コ ロ イ ド 結晶の作製 と光学特性

今 井 慎
Effect of Zwitter Ionic Group on the Structure of Wat巴r As Studied by Raman Spec 
troscopy 

疋r 辰 彦 NH ， プ ラ ズマ表面処理ガ ラ ス 状高分子膜のガス 透過性

種 目 康 孝
Studies on the Syntheses, Structures and Reactions of Thianthrene ’Dimer" Deriva 
t1ves 

大 田 玲 奈
7 '  12－メ タ ノ ー 3 H シ ク ロ ヘプタ ［10］ ア ヌ レ ンー 3 －オ ン及びそ の誘導体の合成 と 性
質 に 関する研究

荻 野 将 人 Hormonemα 属 を 用 い た 生分解性高分子ポ リ リ ン ゴ酸 の 生産

織 田 明 日 香 Oxidative Damage of Cysteine Protease by Peroxynitrite 

開 沢 大 樹 懸濁 Ti02触媒を用 い た光還元反応 に よ る Cu20 の製造

片 山 貴 博
細胞性粘菌 Dictyostelium discoideum を モデル に し た多細胞生物のサイ ズ決定機
構 の解析

亀 井 淳 二層系二重拡散対流 に お け る 中 間層 の 形成条件 と そ の 物質移動特性の数値的検討

北 村 卓 也 ゾル ー ゲル法 に よ り 作成 し たチ タ ニ ア 薄膜の液相光触媒活性の向上

木 戸 耕 介 Al-Mg-Si 合金の時効挙動 に対す る Cu 添加 の影響
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九 鬼 祐一郎 内部循環式エ ア ー リ フ ト リ ア ク タ ー にお け る 液循環特性

近 藤 文 雄 セ リ ン プ ロ テアーゼに対する 血害剤 を担持 し た ポ リ マ ー の 開発

斉 藤 智 単成分溶媒 を含む高分子溶液の乾燥機構解析 と 数値 シ ミ ュ レー シ ョ ン

津 田 昌 伸 老化促進マ ウ ス （SAM） を 用 い た記憶学習障害責任遺伝子座の連鎖解析

津 田 基 弥 透析膜内固定化 ラ ッ カ ーゼを用 い た酵素重合法 に よ る 内分泌撹乱物質除去法の 開 発

止毎 隆 伸 過飽和溶液 を 用 い た潜熱蓄熱 に お け る 結晶成長及び 自 然対流の数値解析

島 田 敬 子
立体障害ア ミ ン水溶液 に よ る C02 の反応吸収 一 疎水位中 空糸膜を用 い た C02 同時
吸収 ・ 放散 シス テム の 開 発

清 水 真理子 二層系二重拡散対流 に お け る 層間物質移動特性の実験的解析

白 取 克 隆 Syntheses of Oxidized Fatty Sterol Derivatives Bearing a MBS-Iinker 

田 口 貴 浩 新規蛋 白 質 メ チル化酵素遺伝子の機能解析

竹 脇 健 司 ア ド バ ンス ト ・ ゾルゲル法 に よ る Zr0 2 薄膜の作製

田 村 健太郎 細胞性粘菌に お け る E.coli PBP4ホ モ ロ グの解析

辻 淳 細胞性粘菌 Dictyostelium discoideum を 用 い た活性酸素除去機構の解析

津 幡 健 酸化物（La 1 -xYふ.，cao ,,MnO ， の 巨大磁気抵抗

手 操 大 輔
EFT EM を用 い た Al-Mg-Si-Cu 合金 に お け る 中 間相 と そ の 近傍に お け る Cu の 分布
に関する研究

出 口 豊 反応スバ ッ タ 法 に よ り 作製 し た Si を含む遷移金属窒化物薄膜の構造 と機械的性質

侍 幸 憲 イ ネ の 組織培養 に 及ぼす物理刺激 と 耐塩性イ ネ 開発 の試み

土 肥 寛 明 金属管中粉末圧縮固相反応 に よ る MgB2 お よ び MgB2Cx の超伝導特性

中 野 正 隆 Lαctobαcillus plαntαrum フ ァ ー ジ φ gle の 溶菌酵素

中 山 隆太郎 分子認識能を持つ ペ プチ ド 金属錯体の設計

永 田 隆 二 パイ ン ダ レ ス 造粒 に よ る 酸化チタ ン触媒粒子の調製

西 川 貴 薄流を利用 し た 異形粒子群の湿式形状分離装置の 開 発 に 関す る 基礎的研究

西 堀 圭 F-T 合成用 ス ラ リ ー相反応器設計 の た め の 気泡挙動の実験的検討

早 川 幸 佑
14番染色体異常を有す る 成人 T 細胞 白 血病（ATL）症例 の転皮切断点の解析 と癌関連
遺伝子の探索

早 川 豪 Lαeta bacillus cαsei が分泌す る イ ヌ リ ナーゼの解析

度 目 和 也 W Cr 合金の耐高温酸化

藤 井 育 弘 オー ト ク レ ー ブ法に よ る Ti0 2 前駆体溶液の作製 と 薄膜 コ ーテ ィ ン グ

藤 森 健
Studies on the Syntheses and Reactions of Phenyl and Heteroarγl Substituted 
Thioacetal Monoxd巴 Derivatives

堀 田 洋 樹 Syntheses of Several Oxidized Cholesterol Derivatives Bearing a Cross Linker 
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松 井 博 世 Si0 2 薄膜の作製お よ びガス バ リ ア膜への応用

宮 野 真 英 カ ッ プ リ ン グ剤処理 に よ る 無機酸化物の疎水化 に 関す る研究

安 川 貴 之 Tm 1 xGdxNi 2B 2C 化合物 の低温比熱

山 上 哲 史 新規低温メ タ ノ ール合成法

脇 坂 恭 規 グ ラ ム 陽性細菌の脂質分解酵素

綿 貫 史 子 Lαctobacillus gasseri の 自 己溶菌特性

SUSUMU H IGA 
Structural analysis of toxin genes from three species of Japanese Vespines. 

ONAGA 

戴 華 剛
ト リ フ ェ ニル－1 6ースルフ ァ ンニ ト リ ル の金属錯体の合成 と 構造及び性質 に関する研

究

電 子 情 報 工 学 木 谷 貢 マイ ク ロ 波帯 ラ ッ ト レース の 小型化 に関する 回路論的取 り 組み

斉 藤 光 史 Si(l l l）一In(f3xf3）表面上 に お け る Sb の初期吸着過程に 関する研究

機 械 シ ス テ ム 工 学 川 堰 宣 隆 摩擦力顕微鏡機構 と化学エ ッ チ ング を併用 し た極微細構造形成に関す る研究

［理工学研究科 （博士後期課程） ］一
専 攻 氏 名 論 文 題 目

シ ス テ ム 科 学
MOH馴MED AFROSE Gas chromatography design for transient response of SnO 2 gas sensor to multi-
KADIR component gas mixtures 

魯 連 涛 高強度鋼の超長寿命域に お け る 疲労強度特性 に関する研究

王 栄 龍
Hopfield Neural Network Learning and Its Application to Combinatorial Optimization 
Problems 

物 質 科 学 毛 利 勝 ア ズ レ ン縮環新規化合物類 の合成 と そ の性質 に 関す る研究

JANNATUL NAYEEM Ferroelectric Properties of Glycine Phosphite Crγstals 

エ ネ ル ギ ー 科 学 早 河 秀 章 摂動的 QCD 処方 に よ る B 中 間子崩接現象の 系統的な解析

春 木 孝 之 Magnetic field generation in streaming plasmas 

生 命 環 境 科 学 丹 保 俊 哉 Geoelectric study using the signals of leak current 仕om a railroad and lightning 
- Application to the Atotsugawa fault region, japan 一

安 江 健 一
Developing process of active fault system in the eastern margin of innerzone of 
Southwest Japan : a case of the Atera Fault belt 

大 桑 孝 子 モデル生物 細胞性粘菌 のサイ ズを決定す る cell counting factor の解析

佐々 木 智 基 ア ミ メ ア リ の社会構造 と 複数 レ ベル選択 に 関す る 進化生態学的研究

暗 斯 巴 特 が Active tectonics of north-central Japan, inferred 仕om the Atotsugawa fault system 

【工学研究科 （博士後期課程） ］

シ ス テ ム 生 産 工 学 ｜ 三 宅 ー 永 ｜ 降雪映像中 の移動物体検 出 に 関す る 基礎的研究
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【理工学研究科 （博士論文提出に よ る 博士の学位授与者） ］
氏 名 論 文 題 目 授与年月 日

＝口t: 津 害警 夫 ス バ ッ タ膜の堆積 と 金属マ ス ク の 熱変形に関する シ ミ ュ レー シ ョ ン解析 平成14年 9 月 30 日

島 崎 利 治 Pr 系選移金属複合酸化物の合成 と物性に関する研究 平成14年 9 月 30 日

金 原 清 之 一様流 を用 い た換気の効率 に関する研究 平成14年 9 月 30 日

山 内 歌 子 イ ネ病斑葉遺伝子 Spl7 の単離 と 構造解析 平成14年 9 月 30 日

乗 京 逸 夫
石炭火力排ガス 中 の分離二酸化炭素に よ る メ タ ンハイ ド レー ト 中 の メ タ ン の 回収

平成15年 3 月 25 日
に 関する研究

r l i  キ艮 岳 志
水平温度勾配下の液相二層 系二重拡散対流 に お け る 流動 ・ 物質移動特性の実験的

平成15年 3 月 25 日
研究

原 正 憲 Zr 系水素吸蔵合金 の水素誘起不均化反応 に関する研究 平成15年 3 月 25 日

角 田 謙 朗
四万十帯 と グ リ ー ン タ フ地域の境界領域 に お け る 貫入岩の岩石学的 ・ 地球化学的

平成15年 3 月 30 日
研究 一 甲府花関岩体 を例 と し て ー

［理工学研究科 （博士後期課程） （平成14年3 月 31 日 付け修了） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目

シ ス テ ム 科 学 加 藤 隆 広 道路案内標識の抽出並びに 認識 に 関する研究

木オ本〈 努
ア ル ミ ニ ウ ム合金の 高精度熱問押出 し を 目 的 と し た金型変形の測定 と FEM 解析に
関する 基礎的研究

物 質 科 学 瀬 尾 省 逸 組織制御 に よ る鍛造用鉄鋼材料の開発

［理工学研究科 （博士後期課程） 】 （平成1 4年 9 月 修了）
専 攻 ｜ 氏 名 論 文

物 質 科 学 専 攻 ｜ 藤 森 洋 行 ｜ シ リ コ ン結晶中 の微小欠陥形態 に関す る研究

（注） 大学院学則第 2 1 条第 2 項 （在学期間 の特例） 適用

訂正

第458号 1 0 ペ ー ジ 上 か ら 5 行 目 に 誤 り が あ り ま し た 。

お詫び し て 訂正 し ま す。

（正） 人文学部教授会 は、 2 月 5 日 （水） に ・

（誤） 人文学部教授会 は ， 2 月 1 9 日 （水） に …

題 目
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ム恩師を 囲んで記念撮影

ム平成1 4年度永年勤続者表彰及び退職者 を囲 む懇談会

学報のぺ ー パ レス化 に つ い て （お知 ら せ）

第459号

富山大学学報 に つき ま し て は、 紙資源の有効活用 と森林資源の保護を はか る観点か

ら 、 次号 （平成 1 5 年 4 月 号） か ら ぺ ー パ レス化 （電子化） す る こ と に な り ま し た。

次号か ら は、 富 山 大学ホ ー ムペ ー ジ （ U R L ; http : //www. toyama-u. ac. j p/ j p/) 

に掲載い た し ま すので、 関係各位の ご理解 と ご利用 を お願い い た し ま す。
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